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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク・エンティティにチャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告する方法であって、
　前記ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告することに関わるＣＳＩ報告トリガを
検知することと、
　前記ＣＳＩが生成される１つまたは複数のシンボルに関連するサブフレームのサブフレ
ーム領域が、送信が１つまたは複数の制御チャネルを介して行われる前記サブフレームの
少なくとも第１のシンボルによって定義される制御領域であるか、送信が１つまたは複数
のデータ・チャネルを独占的に介して行われる前記サブフレームの少なくとも第２のシン
ボルによって定義されるデータ領域であるか、または前記サブフレームの少なくとも第３
のシンボルによって定義されるグレイ領域であるかを、前記ＣＳＩ報告トリガの検知に基
づいて、特定することと、ここにおいて、前記制御領域、前記データ領域、および前記グ
レイ領域の各々は、前記サブフレームに含まれる、
　前記サブフレーム領域が前記制御領域と特定される場合、第１の測定に基づいて前記Ｃ
ＳＩを生成することと、
　前記サブフレーム領域が前記データ領域と特定される場合、第２の測定に基づいて前記
ＣＳＩを生成することと、
　前記サブフレーム領域が前記グレイ領域と特定される場合、第３の測定に基づいて前記
ＣＳＩを生成することと、
　前記ネットワーク・エンティティに前記ＣＳＩを送信することと、を備え、
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　ここにおいて、前記制御領域、前記データ領域、および前記グレイ領域は、前記サブフ
レームの持続時間を有する送信時間インターバル（ＴＴＩ）に基づく第１のワイヤレス通
信技術にしたがって定義され、ここにおいて、前記ＣＳＩを送信することは、第２のワイ
ヤレス通信技術に基づいて、および前記サブフレームより小さい持続時間を有するＴＴＩ
において前記ＣＳＩを送信することを備える、方法。
【請求項２】
　前記サブフレーム領域は、前記制御領域と特定され、前記制御領域は、少なくとも１つ
のシンボルを含み、前記制御領域の間に情報が１つまたは複数の制御チャネルを介して送
信される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記制御領域において少なくとも１つの共通の参照信号（ＣＲＳ）を受信することをさ
らに備え、ここにおいて、前記第１の測定に基づく前記ＣＳＩの生成は、前記制御領域に
おいて受信される前記少なくとも１つのＣＲＳに基づいて前記ＣＳＩを生成することを含
む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記サブフレーム領域は、前記データ領域と特定され、前記データ領域は、少なくとも
１つのシンボルを含み、前記データ領域の間に情報が１つまたは複数のデータ・チャネル
を介して送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　干渉測定リソース（ＩＭＲ）のＩＭＲ測定を実施することをさらに備え、ここにおいて
、前記第２の測定に基づく前記ＣＳＩの生成は、前記ＩＭＲ測定に基づいて前記ＣＳＩを
生成することを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記サブフレーム領域は、前記グレイ領域と特定され、前記グレイ領域は、少なくとも
１つのシンボルを含み、前記グレイ領域の間に情報が１つまたは複数のデータ・チャネル
もしくは１つまたは複数の制御チャネルのうちの一方あるいは両方を介して送信される、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　干渉測定のために前記グレイ領域において１つまたは複数のリソース・エレメント・グ
ループ（ＲＥＧ）を特定することと、
　干渉測定を取得するために前記１つまたは複数のＲＥＧに関連する干渉を測定すること
と、をさらに備え、
　ここにおいて、前記第３の測定に基づく前記ＣＳＩの生成は、前記干渉測定に基づいて
前記ＣＳＩを生成することをさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＣＳＩ報告トリガが第１の送信時間インターバル（ＴＴＩ）に関連するかどうかを
決定することをさらに備え、ここにおいて、前記第１のＴＴＩは第２のＴＴＩより小さく
、ここにおいて、前記ネットワーク・エンティティとのレガシ通信は前記第２のＴＴＩを
使用する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＣＳＩの生成は、複数のサブバンド上で実施され、前記ＣＳＩに関わるサブバンド
のサイズは、前記第２のＴＴＩに関わるＣＳＩの生成に関連したサブバンドのサイズより
大きい、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のＴＴＩに関わる前記ＣＳＩは、前記第２のＴＴＩに関わる前記ＣＳＩと比較
して制限されており、ここにおいて、前記第１のＴＴＩは、ランクの縮小セット、プリコ
ーディング・マトリックス・インジケータ（precoding matrix indicator）の縮小セット
、ＣＳＩ報告タイプの縮小セット、または前記第１のＴＴＩに関わる縮小された性能要件
のうちの１つまたは複数をインプリメントすることによって制限される、請求項８に記載
の方法。
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【請求項１１】
　前記ネットワーク・エンティティに送信された先のＣＳＩは、前記第２のＴＴＩに関連
した先のＣＳＩ報告トリガに基づいていたことを決定することをさらに備え、ここにおい
て、前記ＣＳＩの生成は、前記先のＣＳＩに対して差異的なＣＳＩを生成することを備え
る、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＣＳＩ報告トリガは、非周期的なＣＳＩ報告に関わる制御チャネルにおける指示ま
たは周期的なＣＳＩに関わる構成のうちの少なくとも１つである、請求項１に記載の方法
。
【請求項１３】
　ネットワーク・エンティティにチャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告することに関わる装
置であって、
　前記ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告することに関わるＣＳＩ報告トリガを
検知するための手段と、
　前記ＣＳＩが生成される１つまたは複数のシンボルに関連するサブフレームのサブフレ
ーム領域が、送信が１つまたは複数の制御チャネルを介して行われる前記サブフレームの
少なくとも第１のシンボルによって定義される制御領域であるか、送信が１つまたは複数
のデータ・チャネルを独占的に介して行われる前記サブフレームの少なくとも第２のシン
ボルによって定義されるデータ領域であるか、または前記サブフレームの少なくとも第３
のシンボルによって定義されるグレイ領域であるかを、前記ＣＳＩ報告トリガの検知に基
づいて、特定するための手段と、ここにおいて、前記制御領域、前記データ領域、および
前記グレイ領域の各々は、前記サブフレームに含まれる、
　前記サブフレーム領域が前記制御領域と特定される場合、第１の測定に基づいて前記Ｃ
ＳＩを生成するための手段と、
　前記サブフレーム領域が前記データ領域と特定される場合、第２の測定に基づいて前記
ＣＳＩを生成するための手段と、
　前記サブフレーム領域が前記グレイ領域と特定される場合、第３の測定に基づいて前記
ＣＳＩを生成するための手段と、
　前記ネットワーク・エンティティに前記ＣＳＩを送信するための手段と、を備え、
　ここにおいて、前記制御領域、前記データ領域、および前記グレイ領域は、前記サブフ
レームの持続時間を有する送信時間インターバル（ＴＴＩ）に基づく第１のワイヤレス通
信技術にしたがって定義され、ここにおいて、前記ＣＳＩを送信するための手段は、第２
のワイヤレス通信技術に基づいて、および前記サブフレームより小さい持続時間を有する
ＴＴＩにおいて前記ＣＳＩを送信する、装置。
【請求項１４】
　前記サブフレーム領域は、前記グレイ領域と特定され、前記グレイ領域は、少なくとも
１つのシンボルを含み、前記グレイ領域の間に情報が１つまたは複数の制御チャネル、１
つまたは複数のデータ・チャネル、もしくはこれらの任意の組合せ、を介して送信され、
　前記装置は、
　干渉測定のために前記グレイ領域において１つまたは複数のリソース・エレメント・グ
ループ（ＲＥＧ）を特定するための手段と、
　干渉測定を取得するために前記１つまたは複数のＲＥＧに関連する干渉を測定するため
の手段と、をさらに備え、
　ここにおいて、前記第３の測定に基づいて前記ＣＳＩを生成するための手段は、前記干
渉測定に基づいて前記ＣＳＩを生成するための手段を備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　ネットワーク・エンティティにチャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告することに関わるコ
ンピュータ実行コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記コードは
、
　前記ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告することに関わるＣＳＩ報告トリガを
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検知することと、
　前記ＣＳＩが生成される１つまたは複数のシンボルに関連するサブフレームのサブフレ
ーム領域が、送信が１つまたは複数の制御チャネルを介して行われる前記サブフレームの
少なくとも第１のシンボルによって定義される制御領域であるか、送信が１つまたは複数
のデータ・チャネルを独占的に介して行われる前記サブフレームの少なくとも第２のシン
ボルによって定義されるデータ領域であるか、または前記サブフレームの少なくとも第３
のシンボルによって定義されるグレイ領域であるかを、前記ＣＳＩ報告トリガの検知に基
づいて、特定することと、ここにおいて、前記制御領域、前記データ領域、および前記グ
レイ領域の各々は、前記サブフレームに含まれる、
　前記サブフレーム領域が前記制御領域と特定される場合、第１の測定に基づいて前記Ｃ
ＳＩを生成することと、
　前記サブフレーム領域が前記データ領域と特定される場合、第２の測定に基づいて前記
ＣＳＩを生成することと、
　前記サブフレーム領域が前記グレイ領域と特定される場合、第３の測定に基づいて前記
ＣＳＩを生成することと、
　前記ネットワーク・エンティティに前記ＣＳＩを送信することと、を行うように実行可
能である命令を備え、
　ここにおいて、前記制御領域、前記データ領域、および前記グレイ領域は、前記サブフ
レームの持続時間を有する送信時間インターバル（ＴＴＩ）に基づく第１のワイヤレス通
信技術にしたがって定義され、ここにおいて、前記コードは、第２のワイヤレス通信技術
に基づいて、および前記サブフレームより小さい持続時間を有するＴＴＩにおいて前記Ｃ
ＳＩを送信するように実行可能である、コンピュータ可読媒体。
【請求項１６】
　前記サブフレーム領域は、前記グレイ領域と特定され、前記グレイ領域は、少なくとも
１つのシンボルを含み、前記グレイ領域の間に情報が１つまたは複数の制御チャネル、１
つまたは複数のデータ・チャネル、もしくはこれらの任意の組合せ、を介して送信され、
　前記コードは、
　干渉測定のために前記グレイ領域において１つまたは複数のリソース・エレメント・グ
ループ（ＲＥＧ）を特定することと、
　干渉測定を取得するために前記１つまたは複数のＲＥＧに関連する干渉を測定すること
と、を行うように実行可能である命令を備え、
　ここにおいて、前記第３の測定に基づいて前記ＣＳＩを生成するように実行可能である
前記命令は、前記干渉測定に基づいて前記ＣＳＩを生成するように実行可能である命令を
備える、請求項１５に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１７】
　ネットワーク・エンティティにチャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告することに関わる装
置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と、を備え、前記命令は、
　前記ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告することに関わるＣＳＩ報告トリガを
検知することと、
　前記ＣＳＩが生成される１つまたは複数のシンボルに関連するサブフレームのサブフレ
ーム領域が、送信が１つまたは複数の制御チャネルを介して行われる前記サブフレームの
少なくとも第１のシンボルによって定義される制御領域であるか、送信が１つまたは複数
のデータ・チャネルを独占的に介して行われる前記サブフレームの少なくとも第２のシン
ボルによって定義されるデータ領域であるか、または前記サブフレームの少なくとも第３
のシンボルによって定義されるグレイ領域であるかを、前記ＣＳＩ報告トリガの検知に基
づいて、特定することと、ここにおいて、前記制御領域、前記データ領域、および前記グ
レイ領域の各々は、前記サブフレームに含まれる、
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　前記サブフレーム領域が前記制御領域と特定される場合、第１の測定に基づいて前記Ｃ
ＳＩを生成することと、
　前記サブフレーム領域が前記データ領域と特定される場合、第２の測定に基づいて前記
ＣＳＩを生成することと、
　前記サブフレーム領域が前記グレイ領域と特定される場合、第３の測定に基づいて前記
ＣＳＩを生成することと、
　前記ネットワーク・エンティティに前記ＣＳＩを送信することと、を行うように前記プ
ロセッサによって実行可能であり、
　ここにおいて、前記制御領域、前記データ領域、および前記グレイ領域は、前記サブフ
レームの持続時間を有する送信時間インターバル（ＴＴＩ）に基づく第１のワイヤレス通
信技術にしたがって定義され、ここにおいて、前記命令は、第２のワイヤレス通信技術に
基づいて、および前記サブフレームより小さい持続時間を有するＴＴＩにおいて前記ＣＳ
Ｉを送信するように実行可能である、装置。
【請求項１８】
　前記サブフレーム領域は、少なくとも１つのシンボルを含む前記制御領域であり、前記
制御領域の間に情報が１つまたは複数の制御チャネルを介して送信される、請求項１７に
記載の装置。
【請求項１９】
　前記命令は、前記制御領域において少なくとも１つの共通の参照信号（ＣＲＳ）を受信
するように前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに備え、ここにおいて、前
記第１の測定に基づいて前記ＣＳＩを生成するように実行可能である前記命令は、前記制
御領域において受信される前記少なくとも１つのＣＲＳに基づいて前記ＣＳＩを生成する
ように前記プロセッサによって実行可能である命令を備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記サブフレーム領域は、前記データ領域と特定され、前記データ領域は、少なくとも
１つのシンボルを含み、前記データ領域の間に情報が１つまたは複数のデータ・チャネル
を介して送信される、請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
　前記命令は、干渉測定リソース（ＩＭＲ）のＩＭＲ測定を実施するために前記プロセッ
サによって実行可能である命令をさらに備え、ここにおいて、前記第２の測定に基づいて
前記ＣＳＩを生成するように実行可能である前記命令は、前記ＩＭＲ測定に基づいて前記
ＣＳＩを生成するように前記プロセッサによって実行可能である命令を備える、請求項２
０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記サブフレーム領域は、前記グレイ領域と特定され、前記グレイ領域は、少なくとも
１つのシンボルを備え、前記グレイ領域の間に情報が１つまたは複数のデータ・チャネル
もしくは１つまたは複数の制御チャネルのうちの一方あるいは両方を介して送信される、
請求項１７に記載の装置。
【請求項２３】
　前記命令は、
　干渉測定のために前記グレイ領域において１つまたは複数のリソース・エレメント・グ
ループ（ＲＥＧ）を特定することと、
　干渉測定を取得するために前記１つまたは複数のＲＥＧに関連する干渉を測定すること
と、を行うように前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに備え、
　ここにおいて、前記第３の測定に基づいて前記ＣＳＩを生成するように実行可能である
前記命令は、前記干渉測定に基づいて前記ＣＳＩを生成するように前記プロセッサによっ
て実行可能である命令をさらに備える、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記命令は、前記ＣＳＩ報告トリガが第１の送信時間インターバル（ＴＴＩ）に関連す
るかどうかを決定するように前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに備え、
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ここにおいて、前記第１のＴＴＩは第２のＴＴＩより小さく、ここにおいて、前記ネット
ワーク・エンティティとのレガシ通信は前記第２のＴＴＩを使用する、請求項１７に記載
の装置。
【請求項２５】
　前記ＣＳＩを生成するように実行可能である前記命令は、複数のサブバンド上で前記Ｃ
ＳＩを生成するように前記プロセッサによって実行可能である命令を備え、ここで、前記
ＣＳＩに関わるサブバンドのサイズは、前記第２のＴＴＩに関わるＣＳＩの生成に関連し
たサブバンドのサイズより大きい、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第１のＴＴＩに関わる前記ＣＳＩは、前記第２のＴＴＩに関わる前記ＣＳＩと比較
して制限されており、ここにおいて、前記第１のＴＴＩは、ランクの縮小セット、プリコ
ーディング・マトリックス・インジケータ（precoding matrix indicator）の縮小セット
、ＣＳＩ報告タイプの縮小セット、または前記第１のＴＴＩに関わる縮小された性能要件
のうちの１つまたは複数をインプリメントすることによって制限される、請求項２４に記
載の装置。
【請求項２７】
　前記命令は、前記ネットワーク・エンティティに送信された先のＣＳＩが、前記第２の
ＴＴＩに関連した先のＣＳＩ報告トリガに基づいていたことを決定するように前記プロセ
ッサによって実行可能である命令をさらに備え、ここにおいて、前記ＣＳＩを生成するよ
うに実行可能である前記命令は、前記先のＣＳＩに対して差異的なＣＳＩを生成するよう
に前記プロセッサによって実行可能である命令を備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項２８】
　前記ＣＳＩ報告トリガは、非周期的なＣＳＩ報告に関わる制御チャネルにおける指示ま
たは周期的なＣＳＩ報告に関わる構成のうちの少なくとも１つである、請求項１７に記載
の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本願は、２０１５年１月１２日に出願された「CHANNEL STATE INFORMATION (C
SI) HANDLING IN ULTRA LOW LATENCY (ULL) LTE」と題された米国仮特許出願第６２／１
０２，４１９号、および２０１５年１２月２１日に出願された「TECHNIQUES FOR HANDLIN
G CHANNEL STATE INFORMATION (CSI) IN ULTRA LOW LATENCY (ULL) LTE」と題された米国
特許出願第１４／９７７，１６３号の利益を主張し、それらは、その全体が本明細書に参
照により明確に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本願は、概して通信システムに関し、より具体的には、超低遅延（ＵＬＬ：ul
tra low latency）ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ（登録商標））において
チャネル状態情報（ＣＳＩ）を処理するための技術に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、電話通信、ビデオ、データ、メッセージング、お
よびブロードキャストなどのさまざまな電気通信サービスを提供するために広く展開され
ている。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステム・リソース（例えば、
帯域幅、送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが
可能な多元接続技術を用い得る。このような多元接続技術の例は、符号分割多元接続（Ｃ
ＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭ
Ａ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングル・キャリア周
波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（Ｔ
Ｄ－ＳＣＤＭＡ）システムを含む。
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【０００４】
　[0004]　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレス・デバイスが、都市、国家、地域
、さらには地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、さま
ざまな電気通信規格において採用されてきた。新興の電気通信規格の例は、ロング・ター
ム・エボリューション（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシップ・プロジ
ェクト（３ＧＰＰ（登録商標））によって公表されたユニバーサル・モバイル電気通信シ
ステム（ＵＭＴＳ）のモバイル規格の拡張セットである。それは、スペクトル効率を改善
することによってモバイル・ブロードバンド・インターネット・アクセスをより良くサポ
ートし、コストを下げ、サービスを改善し、新たなスペクトルを利用し、ダウンリンク（
ＤＬ）上においてＯＦＤＭＡを、アップリンク（ＵＬ）上においてＳＣ－ＦＤＭＡを、お
よび多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して、他のオープン規格とより良く統
合するよう設計される。しかしながら、モバイル・ブロードバンド・アクセスに対する需
要が増大し続けるにつれ、ＬＴＥ技術におけるさらなる改善の必要性が存在する。望まし
くは、これらの改善は、これらの技術を用いる他の多元アクセス技術および電気通信規格
に適用可能であるべきである。
【０００５】
　[0005]　レガシＬＴＥを使用するワイヤレス通信システムにおいて、特定のｅノードＢ
によってサーブされる複数のＵＥは、１ミリ秒サブフレームのオーダで送信時間インター
バル（ＴＴＩ）を使用して１つまたは複数のチャネル上でｅノードＢと通信するためのス
ケジュールされたリソースであり得る。帯域幅に対する要求およびＵＥの機能が増加する
のにつれて、通信におけるさらなる低遅延が要求され得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]　以下は、１つまたは複数の態様の基本的な理解を提供するために、そのような
態様の簡略化された概要を示す。この概要は、全ての考慮された態様の広範な概観ではな
く、全ての態様の鍵となる要素または重要な要素を識別することも、任意の態様または全
ての態様の範囲を叙述することも意図されない。その唯一の目的は、１つまたは複数の態
様のいくつかの概念を、後に提示されるより詳細な説明への前置きとして、簡略化された
形態で提示することである。
【０００７】
　[0007]　本開示は、ＬＴＥデバイスにおけるＵＬＬに関わるＣＳＩを処理するための例
としての技術を説明する。例えば、ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告する方法
の例が示される。このような例としての方法は、ネットワーク・エンティティにＣＳＩを
報告することに関わるＣＳＩ報告トリガを検知することと、ＣＳＩが生成されるサブフレ
ーム領域を、ＣＳＩ報告トリガの検知に基づいて、特定することと、を含み得る。１つの
態様では、サブフレーム領域は、複数のサブフレーム領域に含まれ、複数のサブフレーム
領域の各サブフレーム領域は、サブフレームの少なくとも１つのシンボルを含む。さらな
る態様では、例としての方法は、サブフレーム領域に基づいてＣＳＩを生成することと、
ネットワーク・エンティティにＣＳＩを送信することとを含み得る。
【０００８】
　[0008]　さらに、本開示は、ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告することに関
わるＣＳＩ報告トリガを検知するための手段を含み得る装置を説明する。さらに、装置は
、ＣＳＩが生成されるサブフレーム領域を、ＣＳＩ報告トリガの検知に基づいて、特定す
るための手段を含み得る。１つの態様では、サブフレーム領域は、複数のサブフレーム領
域に含まれ、複数のサブフレーム領域の各サブフレーム領域は、サブフレームの少なくと
も１つのシンボルを含む。さらなる態様では、装置は、サブフレーム領域に基づいてＣＳ
Ｉを生成するための手段と、ネットワーク・エンティティにＣＳＩを送信するための手段
とを含み得る。
【０００９】
　[0009]　さらに、本開示は、ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告することに関
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わるコンピュータ実行コードを記憶する非一時的なコンピュータ可読媒体を説明し、この
コードは、ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告することに関わるＣＳＩ報告トリ
ガを検知することを実行可能である命令を含む。さらに、コードは、ＣＳＩが生成される
サブフレーム領域を、ＣＳＩ報告トリガの検知に基づいて、特定することが実行可能であ
る命令を含み得る。いくつかの例では、サブフレーム領域は、複数のサブフレーム領域に
含まれ、複数のサブフレーム領域の各サブフレーム領域は、サブフレームの少なくとも１
つのシンボルを含む。さらに、コードは、サブフレーム領域に基づいてＣＳＩを生成する
ことが実行可能である命令と、ネットワーク・エンティティにＣＳＩを送信することが実
行可能である命令とを含み得る。
【００１０】
　[0010]　さらに、本開示は、ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告することに関
わる例としての装置を示しており、装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信状態に
あるメモリと、メモリに記憶された命令とを含む。１つの態様では、命令は、ネットワー
ク・エンティティにＣＳＩを報告することに関わるＣＳＩ報告トリガを検知することと、
ＣＳＩが生成されるサブフレーム領域を、ＣＳＩ報告トリガの検知に基づいて、特定する
ことと、をプロセッサによって実行可能であり得る。いくつかの例では、サブフレーム領
域は、複数のサブフレーム領域に含まれ、複数のサブフレーム領域の各サブフレーム領域
は、サブフレームの少なくとも１つのシンボルを含む。さらに、命令は、サブフレーム領
域に基づいてＣＳＩを生成することと、ネットワーク・エンティティにＣＳＩを送信する
こととがプロセッサによって実行可能であり得る。
【００１１】
　[0011]　前述は、以下の詳細な説明がより良く理解され得るように、本開示にしたがっ
た例の特徴および技術的利点をやや広く概説している。追加の特徴および利点が以下に説
明されるであろう。開示される概念および具体的な例は、本開示と同じ目的を実行するた
めに、他の構造を改良または設計するための基礎として容易に利用され得る。このような
など価な構成体（construction）は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書に
開示される概念の特性、すなわちそれらの構成および動作の方法の両方は、関連する利点
とともに、添付の図に関連して検討される場合、以下の説明からより一層理解されるであ
ろう。図の各々は、例示および説明のみを目的として提供されており、特許請求の範囲の
限定の定義としては提供されない。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】[0012]　図１は、本開示の態様にしたがって、電気通信システムの例を概念的に
例示するブロック図を示す。
【図２】[0013]　図２は、アクセス・ネットワークの例を例示する図である。
【図３】[0014]　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を例示する図である。
【図４】[0015]　図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を例示する図である。
【図５】[0016]　図５は、ユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコル・アーキテ
クチャの例を例示する図である。
【図６】[0017]　図６は、アクセス・ネットワークにおける発展型ノードＢおよびユーザ
機器の例を例示する図である。
【図７】[0018]　図７は、本開示にしたがって例としてのサブフレームおよび関連するサ
ブフレーム領域を例示する図である。
【図８】[0019]　図８は、本開示の態様をインプリメントするように構成されたＣＳＩ管
理コンポーネントを例示する図である。
【図９】[0020]　図９は、本開示にしたがったワイヤレス通信の方法のフロー・チャート
である。
【図１０】[0021]　図１０は、例としての装置における異なるモジュール／手段／コンポ
ーネント間でのデータ・フローを例示する概念的なデータ・フロー図である。
【図１１】[0022]　図１１は、処理システムを用いる装置のためのハードウェア・インプ
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リメンテーションの例を例示する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　[0023]　添付された図面に関連して以下に記載される詳細な説明は、さまざまな構成の
説明として意図され、本明細書に説明される概念が実施され得る唯一の構成を表すように
は意図されない。詳細な説明は、さまざまな概念の完全な理解を提供することを目的とし
た特定の詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの特定の詳細なしで実現され
得ることは、当業者に明らかであろう。いくつかの事例では、周知の構造およびコンポー
ネントが、このような概念を曖昧にすることを避けるために、ブロック図の形式で示され
る。
【００１４】
　[0024]　これより、電気通信システムのいくつかの態様がさまざまな装置および方法に
関連して提示されることになる。これらの装置および方法は、以下の詳細な説明において
記述され、添付の図面において、さまざまなブロック、モジュール、コンポーネント、回
路、ステップ、処理、アルゴリズムなど（集合的には「要素（element）」と称される）
により例示されることになる。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュータ・ソフ
トウェア、またはそれらの任意の組み合わせを使用してインプリメントされ得る。そのよ
うな要素がハードウェアとしてまたはソフトウェアとしてインプリメントされるかどうか
は、特定のアプリケーションおよびシステム全体上に課せられる設計制約に依存する。
【００１５】
　[0025]　例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組み合わせは
、１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いてインプリメントされ得る
。プロセッサの例は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセ
ッサ（ＤＳＰ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、プログラ
マブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ステート・マシン、ゲート論理、離散ハードウェア回路
、および本開示全体にわたって説明されるさまざまな機能を実行するように構成された他
の好適なハードウェアを含む。処理システムにおける１つまたは複数のプロセッサは、ソ
フトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェ
ア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、またはその他の名称で呼ばれるかどうかに
かかわらず、命令、命令セット、コード、コード・セグメント、プログラム・コード、プ
ログラム、サブプログラム、ソフトウェア・モジュール、アプリケーション、ソフトウェ
ア・アプリケーション、ソフトウェア・パッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェ
クト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味するように広く解釈
されるべきである。
【００１６】
　[0026]　したがって、１つまたは複数の態様において、説明される機能は、ハードウェ
ア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせにおいてインプリ
メントされ得る。ソフトウェアでインプリメントされる場合、機能は、コンピュータ可読
媒体上で１つまたは複数の命令あるいはコードとして記憶もしくは符号化され得る。コン
ピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによって
アクセスされることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、
そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ
－ＲＯＭまたは他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デ
バイス、あるいは命令またはデータ構造の形で所望のプログラム・コードを搬送または記
憶するよう使用されることができ、コンピュータによってアクセスされることができる任
意の他の媒体であることができる。本明細書に使用される、ディスク（disk）およびディ
スク（disc）は、コンパクト・ディスク（ＣＤ）、レーザー・ディスク（登録商標）、光
ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、およびフロッピー（登録商標）ディスク
を含み、ディスク（disk）は通常、データを磁気的に再生するが、ディスク（disc）は、
レーザを用いて光学的にデータを再生する。上記の組合せもまた、コンピュータ可読媒体
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の範囲内に含まれるべきである。
【００１７】
　[0027]　本開示は、チャネル状態情報（ＣＳＩ）が生成されるサブフレーム領域に基づ
いてワイヤレス通信システムのネットワーク・エンティティ（例えば、ｅノードＢ）にＣ
ＳＩを報告することに関わる例としての方法および装置を示す。１つの態様では、サブフ
レーム領域は、特定のサブフレームが分割されて設けられた複数のサブフレーム領域のう
ちの１つであり得、サブフレーム領域の各々は、サブフレームの１つまたは複数のシンボ
ルを含む。
【００１８】
　[0028]　例えば、サブフレーム領域は、少なくとも１つのシンボルを含む制御領域であ
り得、その間に、情報が１つまたは複数の制御チャネルを介して送信され得る。このよう
な例では、送信は、１つまたは複数の制御チャネルを主としてまたは独占的に介して行わ
れ得る。代替の例では、サブフレーム領域は、少なくとも１つのシンボルを含むデータ領
域であり得、その間に、情報が１つまたは複数のデータ・チャネルを介して送信され得る
。このような例では、送信は、１つまたは複数のデータ・チャネルを主としてまたは独占
的に介して行われ得る。さらなる代替の例では、サブフレーム領域は、少なくとも１つの
シンボルを含む「グレイ領域（grey region）」であり得、その間に、情報が１つまたは
複数のデータ・チャネルを介しておよび１つまたは複数の制御チャネルを介して送信され
得る。１つの態様では、本開示のＵＥは、ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告す
ることに関わる上記のサブフレーム領域のうちの１つを決定するように構成され得、決定
されたサブフレーム領域に基づいてＣＳＩを生成し得る。
【００１９】
　[0029]　さらに、ＣＳＩ報告プロセスは、ＣＳＩ報告トリガを受信することに基づいて
開始され得る。いくつかの例では、このＣＳＩ報告トリガは、データおよび制御情報の通
信のための固有の関連した送信時間インターバル（ＴＴＩ）を各々有するいくつかの通信
技術のうちの１つから受信され得る。例えば、いくつかの例では、ＣＳＩ報告トリガは、
１ミリ秒のオーダでＴＴＩを使用する通信技術にしたがってネットワーク・エンティティ
から受信され得る。本開示の目的上、このような通信技術は、「レガシ（legacy）」通信
技術（例えばレガシＬＴＥ、レガシ・システム）と呼ばれ得る。代替として、いくつかの
例では、ＣＳＩ報告トリガは、７０－９０ミリ秒のオーダで、または、レガシＬＴＥサブ
フレームのシンボルのオーダで、ＴＴＩを使用する通信技術にしたがってネットワーク・
エンティティから受信され得る。本開示の目的上、このような通信技術は、超低遅延（Ｕ
ＬＬ）通信技術（例えばＵＬＬ ＬＴＥ、ＵＬＬシステム、ＵＬＬ）と呼ばれ得る。１つ
の態様では、ＵＥによって実施されるＣＳＩ報告プロセスは、対応するＣＳＩトリガが、
レガシ通信技術を使用するチャネルおよびＵＬＬ通信技術を使用するチャネルのために受
信されるのか、通信のために受信されるのかによって、異なり得る。
【００２０】
　[0030]　さらに、特定のサブフレーム（またはスロット）に関連した複数のリソース・
エレメントのいずれかは、サブフレーム（またはスロット）のデータ・チャネル領域の一
部、または制御チャネル領域の一部と見なされ得る。制御チャネル領域は、ネットワーク
・エンティティ（例えばｅノードＢ）によってサーブされる１つまたは複数のＵＥと関連
したリソース・グラントを搬送する１つまたは複数のリソース・エレメントを含み得る。
このようなリソース・グラントは、１つまたは複数のダウンリンク・リソース・グラント
、および／または１つまたは複数のアップリンク・リソース・グラントを含み得る。例え
ば、本開示の１つの態様では、サブフレームの第１のシンボル（または第１の少数のシン
ボル）に位置されている制御チャネル領域が、サブフレーム全体の残りのための、または
、サブフレームの第１のスロットの残りを含む、データ・チャネル領域におけるダウンリ
ンク周波数グラントをスケジュールするために使用され得る。本開示の目的上、このよう
な制御チャネル領域に対応する制御チャネルは、クイック物理ダウンリンク制御チャネル
（ＱＰＤＣＣＨ：Quick Physical Downlink Control Channel）、ＵＬＬ ＰＤＣＣＨ（ｕ
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ＰＤＣＣＨ）などと呼ばれ得る。
【００２１】
　[0031]　１つの態様では、前述のサブフレーム領域固有の（subframe-region-specific
）ＣＳＩ報告態様は、ＣＳＩトリガがＵＬＬ通信のために受信される場合に実施され得る
。このような例では、ＵＥによって実施されるＣＳＩ報告プロセスは、レガシ通信の要件
と比較して、緩和された（relaxed）、および／または簡易化されたＣＳＩ報告プロセス
要件を有し得る。例えば、本開示のＵＬＬ ＣＳＩ報告スキームのもとで、プロセスは、
ネットワークにＣＳＩを報告することに関わる、限られた数のＣＳＩ報告ランクを有し得
る。さらに、ＵＬＬプロセスは、レガシ・プロセスと比較して、ＣＳＩがネットワークに
報告される限られた数のサブバンドを有し得る。例えば、本開示の１つの態様では、ＵＬ
Ｌ ＣＳＩは、ラジオ・ベアラ・グループ（ＲＢＧ）、または２５個のラジオ・ベアラ（
ＲＢ）のブロックを使用してネットワークに報告され得、それは、レガシＣＳＩ報告プロ
セスのサブバンドのサイズより大きいサブバンドのサイズを構成し得る。
【００２２】
　[0032]　本開示のさらなる態様では、ＵＥは、先の（例えば直前の）ＣＳＩ報告に対し
て差異的な（differential）ＣＳＩ報告を使用し得る。例えば、直前のＣＳＩ報告は、レ
ガシＣＳＩ報告プロセスにしたがってＵＥによって生成および送信された場合、現在のＵ
ＬＬ ＣＳＩ報告プロセスは、ＵＬＬ ＣＳＩを大規模に通信するよりむしろ直前のＣＳＩ
報告に対して差異的なものとしてＣＳＩを生成し得る、かくして、ＵＬＬ ＣＳＩ送信の
ために必要な情報の量を、潜在的に減じる。
【００２３】
　[0033]　まず図１を参照すると、図は、本開示の１つの態様にしたがって、ワイヤレス
通信システム１００の例を示す。ワイヤレス通信システム１００は、複数のアクセス・ポ
イント（例えば、基地局、ｅＮＢ，またはＷＬＡＮアクセス・ポイント）１０５、複数の
ユーザ機器（ＵＥ）１１５、およびコア・ネットワーク１３０を含む。１つの態様では、
ＵＥ１１５の１つまたは複数は、本開示に記載のレガシおよび／またはＵＬＬ ＣＳＩ報
告プロセスにしたがってネットワーク・エンティティ（例えばアクセス・ポイント１０５
）にＣＳＩを生成および送信するように構成されているＣＳＩ管理コンポーネント６６１
を含み得る。
【００２４】
　[0034]　アクセス・ポイント１０５のいくつかは、（示されていない）基地局コントロ
ーラの制御下でＵＥ１１５と通信し得、基地局コントローラは、さまざまな例においてコ
ア・ネットワーク１３０または特定のアクセス・ポイント１０５（例えば基地局またはｅ
ＮＢ）の一部であり得る。アクセス・ポイント１０５は、バックホール・リンク１３２を
通じてコア・ネットワーク１３０と制御情報および／またはユーザ・データを通信し得る
。複数の例において、アクセス・ポイント１０５は、有線または無線の通信リンクであり
得るバックホール・リンク１３４上で互いに、直接的にあるいは間接的に、通信し得る。
ワイヤレス通信システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上の動作
をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、変調された信号を多数のキャリア上で同時
に送信することができる。例えば、通信リンク１２５の各々は、上述されたさまざまな無
線技術にしたがって変調されたマルチキャリア信号であり得る。各変調された信号は、異
なるキャリア上で送られ得、制御情報（例えば、参照信号、制御チャネルなど）、オーバ
ヘッド情報、データなどを搬送し得る。
【００２５】
　[0035]　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００の少なくとも一部は、複数
の階層レイヤ上で動作するように構成され得、そこでは、ＵＥ１１５の１つまたは複数、
およびアクセス・ポイント１０５の１つまたは複数が、別の階層レイヤに対して低減され
た遅延を有する階層レイヤ上での送信をサポートするように構成され得る。いくつかの例
では、ハイブリットＵＥ１１５－ａは、第１のサブフレーム・タイプで第１のレイヤ送信
をサポートする第１の階層レイヤと、第２のサブフレーム・タイプで第２のレイヤ送信を
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サポートする第２の階層レイヤとの両方の上で、アクセス・ポイント１０５－ａと通信し
得る。例えば、アクセス・ポイント１０５－ａは、第１のサブフレーム・タイプのサブフ
レームで時分割複信された（time division duplexed）第２のサブフレーム・タイプのサ
ブフレームを送信し得る。
【００２６】
　[0036]　いくつかの例では、ハイブリットＵＥ１１５－ａは、例えば、ＨＡＲＱスキー
ムにより送信に関わるＡＣＫ／ＮＡＣＫを提供することによって送信の受信を承認し得る
。いくつかの例では、送信が受信されたサブフレームに続く所定の数のサブフレームの後
に、第１の階層レイヤにおける送信に関わるハイブリットＵＥ１１５－ａからの承認が提
供され得る。複数の例では、ハイブリットＵＥ１１５－ａは、第２の階層レイヤ上で動作
する場合、送信が受信されたサブフレームと同じサブフレームにおいて受信を承認し得る
。ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信し再送信を受信するために必要な時間は、往復時間（ＲＴＴ：
round trip time）と呼ばれ得、かくして第２のサブフレーム・タイプのサブフレームは
、第１のサブフレーム・タイプのサブフレームに関わるＲＴＴより短い第２のＲＴＴを有
し得る。
【００２７】
　[0037]　他の例では、第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、第２の階層レイヤ上のみでアク
セス・ポイント１０５－ｂと通信し得る。かくして、ハイブリットＵＥ１１５－ａおよび
第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、第２の階層レイヤ上で通信し得るＵＥ１１５の第２のク
ラスに属し得、一方で、レガシＵＥ１１５は、第１の階層レイヤ上のみで通信し得るＵＥ
１１５の第１のクラスに属し得る。アクセス・ポイント１０５－ｂおよびＵＥ１１５－ｂ
は、第２のサブフレーム・タイプのサブフレームの送信によって第２の階層レイヤ上で通
信し得る。アクセス・ポイント１０５－ｂは、第２のサブフレーム・タイプのサブフレー
ムのみを送信し得、または、第２のサブフレーム・タイプのサブフレームで時分割多重さ
れる第１の階層レイヤ上で第１のサブフレーム・タイプの１つまたは複数のサブフレーム
を送信し得る。第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、アクセス・ポイント１０５－ｂが第１の
サブフレーム・タイプのサブフレームを送信する場合に、第１のサブフレーム・タイプの
このようなサブフレームを無視し得る。かくして、第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、送信
が受信されるサブフレームと同じサブフレームにおいて送信の受信を承認し得る。かくし
て、第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、第１の階層レイヤにおいて動作するＵＥ１１５と比
較して低減された遅延で動作し得る。
【００２８】
　[0038]　アクセス・ポイント１０５は、１つまたは複数のアクセス・ポイント・アンテ
ナを介してＵＥ１１５とワイヤレスで通信し得る。アクセス・ポイント１０５のサイトの
各々は、それぞれのカバレッジ・エリア１１０のための通信カバレッジを提供し得る。い
くつかの例において、アクセス・ポイント１０５は、トランシーバ基地局、無線基地局、
無線トランシーバ、基本サービス・セット（ＢＳＳ）、拡張サービス/セット（ＥＳＳ）
、ノードＢ、ｅノードＢ、ホーム・ノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の適
した用語で称され得る。基地局のためのカバレッジ・エリア１１０は、カバレッジ・エリ
ア（図示せず）の一部のみを構成する複数のセクタに分割され得る。ワイヤレス通信シス
テム１００は、異なるタイプ（例えば、マクロ、マイクロ、および／またはピコ基地局）
のアクセス・ポイント１０５を含み得る。アクセス・ポイント１０５はまた、セルラおよ
び／またはＷＬＡＮ無線アクセス技術のような異なる無線技術を利用し得る。アクセス・
ポイント１０５は、同じまたは異なるアクセス・ネットワークあるいはオペレータ展開に
関連付けられ得る。同じまたは異なるタイプのアクセス・ポイント１０５のカバレッジ・
エリアを含み、同じまたは異なる無線技術を利用し、および／または、同じまたは異なる
アクセス・ネットワークに属する異なるアクセス・ポイント１０５のカバレッジ・エリア
は、重複し得る。
【００２９】
　[0039]　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク通信システムでは、発展型ノードＢ（ｅノー
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ドＢまたはｅＮＢ）という用語は概して、アクセス・ポイント１０５を説明するために使
用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのアクセス・ポイントがさ
まざまな地理的領域にカバレッジを提供する異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ／ＵＬＬ ＬＴＥネ
ットワークであり得る。例えば、各アクセス・ポイント１０５は、マクロ・セル、ピコ・
セル、フェムト・セル、および／または他のタイプのセルのための通信カバレッジを提供
し得る。ピコ・セル、フェムト・セルのような小さなセル、および／または他のタイプの
セルは、低電力ノードすなわちＬＰＮを含み得る。マクロ・セルは一般に、比較的大きい
地理的エリア（例えば、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワーク・プロバイダと
のサービスに加入しているＵＥ１１５による無制限のアクセスを可能にし得る。スモール
・セルは一般に、比較的小さい地理的エリアをカバーし、例えばネットワーク・プロバイ
ダとのサービスに加入しているＵＥ１１５による無制限のアクセスを可能にし得、無制限
のアクセスに加えて、スモール・セルとの関連付けを有するＵＥ１１５（例えば、クロー
ズド加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、家の中にいるユーザのためのＵＥなど）による
制限されたアクセスも提供し得る。マクロ・セルに関わるｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ば
れ得る。スモール・セルに関わるｅＮＢは、スモール・セルｅＮＢと呼ばれ得る。ｅＮＢ
は、１つまたは多数（例えば、２つ、３つ、４つなど）のセルをサポートし得る。
【００３０】
　[0040]　コア・ネットワーク１３０は、バックホール・リンク１３２（例えば、Ｓ１イ
ンターフェースなど）を介してｅＮＢまたは他のアクセス・ポイント１０５と通信し得る
。アクセス・ポイント１０５はまた、例えば、バックホール・リンク１３４（例えば、Ｘ
２インターフェースなど）を介して、および／またはバックホール・リンク１３２を介し
て（例えば、コア・ネットワーク１３０を通じて）、直接的にまたは間接的に、互いに通
信し得る。ワイヤレス通信システム１００は、同期または非同期動作をサポートし得る。
同期動作の場合、アクセス・ポイント１０５は、類似したフレーム・タイミングを有し得
、異なるアクセス・ポイント１０５からの送信が時間的にほぼ整列され得る。非同期動作
の場合、アクセス・ポイント１０５は、異なるフレーム・タイミングを有し得、異なるア
クセス・ポイント１０５からの送信が時間的に整列されないこともある。さらに、第１の
階層レイヤおよび第２の階層レイヤにおける送信は、アクセス・ポイント１０５間で同期
され得るか、同期されないこともある。本明細書に説明される技術は、同期または非同期
動作のいずれかに使用され得る。
【００３１】
　[0041]　ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散されており
、各ＵＥ１１５は、固定式または移動式であり得る。ＵＥ１１５はまた、モバイル局、加
入者局、モバイル・ユニット、加入者ユニット、ワイヤレス・ユニット、遠隔ユニット、
モバイル・デバイス、ワイヤレス・デバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、
モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセ
ット、ユーザ・エージェント、モバイル・クライアント、クライアント、または何らかの
他の適した専門用語で当業者によって呼ばれ得る。ＵＥ１１５は、セルラ電話、携帯情報
端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス・モデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルド・デバイ
ス、タブレット・コンピュータ、ラップトップ・コンピュータ、コードレス電話、腕時計
またはメガネのようなウェアラブル・アイテム、ワイヤレス・ローカル・ループ（ＷＬＬ
）局などであり得る。ＵＥ１１５は、マクロｅノードＢ、スモール・セルｅノードＢ、中
継器などと通信することが可能であり得る。ＵＥ１１５はまた、セルラあるいは他のＷＷ
ＡＮアクセス・ネットワーク、またはＷＬＡＮアクセス・ネットワークのような異なるア
クセス・ネットワーク上で通信することが可能であり得る。
【００３２】
　[0042]　ワイヤレス通信システム１００に示される通信リンク１２５は、ＵＥ１１５か
らアクセス・ポイント１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／またはアクセス・
ポイント１０５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク
送信は、順方向リンク送信とも呼ばれ得、一方でアップリンク送信は、逆方向リンク送信
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とも呼ばれ得る。通信リンク１２５は、各階層レイヤの送信を搬送し得、それは、いくつ
かの例において、通信リンク１２５において多重化され得る。ＵＥ１１５は、例えば、多
入力多出力（ＭＩＭＯ）、キャリア・アグリゲーション（ＣＡ）、多地点協調（ＣｏＭＰ
）、または他のスキームを通じて、複数のアクセス・ポイント１０５と協調して通信する
ように構成され得る。ＭＩＭＯ技法は、多数のデータ・ストリームを送信するためにＵＥ
１１５において多数のアンテナおよび／またはアクセス・ポイント１０５上の多数のアン
テナを使用する。キャリア・アグリゲーションは、データ送信のための同じまたは異なる
サービング・セルにおいて２つ以上のコンポーネント・キャリアを使用し得る。ＣｏＭＰ
は、ネットワークおよびスペクトル利用を増加させることに加え、ＵＥ１１５のための全
送信品質を向上させるために、多くのアクセス・ポイント１０５による送信および受信の
調整のための技術を含み得る。
【００３３】
　[0043]　述べられているように、いくつかの例では、アクセス・ポイント１０５および
ＵＥ１１５は、多数のキャリアにおいて送信するためにキャリア・アグリゲーションを使
用し得る。いくつかの例では、アクセス・ポイント１０５およびＵＥ１１５は、２つ以上
の別個のキャリアを使用して第１のサブフレーム・タイプを各々有する１つまたは複数の
サブフレームを、フレーム内で、第１の階層レイヤにおいて、同時に送信し得る。各キャ
リアは、他の帯域幅も使用され得るが、例えば２０ＭＨｚの帯域幅を有し得る。ハイブリ
ットＵＥ１１５－ａ、および／または第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、特定の例では、別
個のキャリアの１つまたは複数の帯域幅より大きい帯域幅を有する単一のキャリアを使用
して第２の階層レイヤにおいて１つまたは複数のサブフレームを受信および／または送信
し得る。例えば、４つの別個の２０ＭＨｚキャリアが第１の階層レイヤにおいてキャリア
・アグリゲーション・スキームで使用される場合、単一の８０ＭＨｚキャリアが第２の階
層レイヤにおいて使用され得る。８０ＭＨｚキャリアは、４つの２０ＭＨｚキャリアの１
つまたは複数によって使用されるラジオ周波数スペクトルに少なくとも部分的に重複する
ラジオ周波数スペクトルの一部を占有し得る。いくつかの例では、第２の階層レイヤ・タ
イプに関わる拡張可能な帯域幅は、上述のような比較的短いＲＴＴを提供してさらなる高
度なデータ・レートを提供するために組み合された技術であり得る。
【００３４】
　[0044]　ワイヤレス通信システム１００によって使用され得る異なる動作モードの各々
は、周波数分割複信（ＦＤＤ）または時分割複信（ＴＤＤ）にしたがって動作し得る。い
くつかの例では、異なる階層レイヤは、異なるＴＤＤまたはＦＤＤモードにしたがって動
作し得る。例えば、第２の階層レイヤがＴＤＤにしたがって動作する一方で、第１の階層
レイヤは、ＦＤＤにしたがって動作し得る。いくつかの例では、ＯＦＤＭＡ通信信号は、
各階層レイヤでのＬＴＥダウンリンク送信のために通信リンク１２５で使用され得、その
一方で単一のキャリア周波数分割多重接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）通信信号は、各階層レイヤ
でのＬＴＥアップリンク送信のために通信リンク１２５で使用され得る。ワイヤレス通信
システム１００のようなシステムにおける階層レイヤのインプリメンテーションに関わる
さらなる詳細は、このようなシステムにおける通信に関わる他の特徴および機能と共に、
下記の図を参照して以下に提示される。
【００３５】
　[0045]　図２は、ＬＴＥ（および／またはＵＬＬ ＬＴＥ）ネットワーク・アーキテク
チャにおけるアクセス・ネットワーク２００の例を例示する図である。この例では、アク
セス・ネットワーク２００が、多数のセルラ領域（セル）２０２に分けられている。１つ
または複数のより低電力クラスのｅＮＢ２０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と
重複する複数のセルラ領域２１０を有し得る。より低電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェ
ムト・セル（例えば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコ・セル、マイクロ・セル、また
は遠隔無線ヘッド（ＲＲＨ：remote radio head）であり得る。マクロｅＮＢ２０４は各
々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２において全てのＵＥ２０６に対し
てＥＰＣへのアクセス・ポイントを提供するように構成される。同様に、ＵＥ２０６の１
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つまたは複数は、本開示に記載のレガシおよび／またはＵＬＬ ＣＳＩ報告プロセスにし
たがってネットワーク・エンティティ（例えば図１のアクセス・ポイント１０５または図
２のマクロｅＮＢ２０４または低電力クラスのｅＮＢ２０８）にＣＳＩを生成および送信
するように構成されるように構成されているＣＳＩ管理コンポーネント６６１を含み得る
。アクセス・ネットワーク２００のこの例では集中制御装置（centralized controller）
は存在しないが、代替の構成では、集中制御装置が使用され得る。ｅＮＢｓ２０４は、無
線ベアラ制御、アドミッション制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ
、およびサービング・ゲートウェイ１１６への接続性を含む、すべての無線に関連する機
能を担う。
【００３６】
　[0046]　アクセス・ネットワーク２００によって使用される変調および多元接続スキー
ムは、展開されている特定の電気通信規格によって異なり得る。ＬＴＥアプリケーション
では、周波数分割複信（ＦＤＤ）および時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするため
に、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用される。以下の詳細な
説明から当業者が容易に理解するように、本明細書に提示されるさまざまな概念は、ＬＴ
Ｅアプリケーションによく適している。しかしながら、これらの概念は、他の変調および
多元接続技法を用いる他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、これらの概念
は、エボリューション・データ・オプティマイズド（Evolution-Data Optimized）（ＥＶ
－ＤＯ）またはウルトラ・モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－
ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として、３世代パートナー
シップ・プロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表されたエア・インタフェース規格で
あり、ブロードバンド・インターネット・アクセスをモバイル局に提供するためにＣＤＭ
Ａを用いる。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））、およ
びＴＤ－ＳＣＤＭＡのようなＣＤＭＡの他の変形例を用いるユニバーサル地上無線アクセ
ス（ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを用いるモバイル通信のためのグローバル・システム（ＧＳＭ
（登録商標））、およびＯＦＤＭＡを用いるフラッシュＯＦＤＭ、ＩＥＥＥ８０２．２０
、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、および
発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）に拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、
ＬＴＥ、およびＧＳＭは、３ＧＰＰの組織からの文書で説明されている。ＣＤＭＡ２００
０およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２の組織からの文書で説明されている。用いられる実際のワ
イヤレス通信規格および多元接続技術は、特定のアプリケーションおよびシステム上に課
せられる全体的な設計制約に依存するであろう。
【００３７】
　[0047]　ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。Ｍ
ＩＭＯ技術の使用は、ｅＮＢ２０４が、空間多重化、ビームフォーミング、および送信ダ
イバーシティをサポートするために空間ドメインを活用することを可能にする。空間多重
化は、同じ周波数上で同時にデータの異なるストリームを送信するために使用され得る。
データ・ストリームは、データ・レートを増大させるために単一のＵＥ２０６に、または
、全システム容量を増大させるために複数のＵＥ２０６に、送信され得る。これは、各デ
ータ・ストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のスケーリ
ングを適用し）、その後、ＤＬ上の多数の送信アンテナを通して各空間的にプリコーディ
ングされたストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディングさ
れたデータ・ストリームは、異なる空間シグネチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ２
０６に到達し、それは、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々が、そのＵＥ２０６宛て
の１つまたは複数のデータ・ストリームを復元することを可能にする。ＵＬ上において、
各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータ・ストリームを送信し、それは
、ｅＮＢ２０４が、各空間的にプリコーディングされたデータ・ストリームのソースを識
別することを可能にする。
【００３８】
　[0048]　空間多重化は概して、チャネル条件が良好なときに使用される。チャネル条件
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があまり良好でないとき、ビームフォーミングが１つまたは複数の方向に送信エネルギー
を集中させるために使用され得る。これは、複数のアンテナを通じた送信のためにデータ
を空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルの端で良好なカバレッ
ジを達成するために、単一ストリームのビームフォーミング送信が、送信ダイバーシティ
と組み合わせて使用され得る。
【００３９】
　[0049]　以下の詳細な説明において、アクセス・ネットワークのさまざまな態様が、Ｄ
Ｌ上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関連して説明される。ＯＦＤＭは、Ｏ
ＦＤＭシンボル内の多数のサブキャリアにわたってデータを変調する拡散スペクトル技術
である。サブキャリアは、正確な周波数で離間されている。離間することは、受信機が、
サブキャリアからのデータを復元することを可能にする「直交性（orthogonality）」を
提供する。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干渉に対抗するために、各ＯＦＤＭシンボ
ルにガード・インターバル（例えば、サイクリック・プリフィックス）が追加され得る。
ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を補償するために、ＤＦＴ拡散されたＯＦ
ＤＭ信号の形態でＳＣ－ＦＤＭＡを使用し得る。
【００４０】
　[0050]　図３は、レガシＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を示す図３００であり、
それは、いくつかの例では、本開示によって提示されるダウンリンク・フレーム構造と併
せて使用され得る。フレーム（１０ｍｓ）は、１０個の等しいサイズのサブフレーム（各
１ｍｓ）に分割され得る。各サブフレームは、２つの連続するスロットを含み得る。リソ
ース・グリッドは、２つのスロットを表すために使用され得、各タイム・スロットは、リ
ソース・エレメント・ブロックを含む。リソース・グリッドは、複数のリソース・エレメ
ントに分割され、それらの各々は、特定の周波数および時間割り当て、および特に、特定
のＯＦＤＭシンボルのサブキャリアに対応する。ＬＴＥにおいて、リソース・エレメント
・ブロックは、周波数領域の中の１２個の連続するサブキャリアと、各ＯＦＤＭシンボル
の中の通常のサイクリック・プリフィックスでは、時間領域の中の７個の連続するＯＦＤ
Ｍシンボルとを包含し、すなわち、８４個のリソース・エレメントを包含し得る。拡張さ
れたサイクリック・プリフィックスに対して、リソース・エレメント・ブロックは、時間
領域の中の６個の連続するＯＦＤＭシンボルを包含し得、７２個のリソース・エレメント
を有する。さらなる態様では、図３にはっきりと示されていないが、リソース・グリッド
のリソース・エレメントは、リソース・エレメントの複数のグループに分類され得、それ
らの各々は、リソース・エレメント・グループ（ＲＥＧ）と呼ばれ得る。いくつかの例で
は、ＲＥＧは、４個の連続するサブキャリアに関連したＯＦＤＭシンボルの４個のリソー
ス・エレメントのグループを含み得る。他の例では、ＲＥＧがシンボルにおいて４個の他
のサブキャリアに加えて参照信号リソース・エレメントを含む場合、５個の連続するサブ
キャリアを含み得る。
【００４１】
　[0051]　リソース・エレメントのうちのいくつかは、Ｒ３０２、３０４として示される
ように、ＤＬ参照信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。ＤＬ－ＲＳは、セル固有ＲＳ（ＣＲＳ）（
共通ＲＳと呼ばれることもある）３０２およびＵＥ固有ＲＳの（ＵＥ－ＲＳ）３０４を含
む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応するＰＤＳＣＨがマッピングされるリソース・エレメント
・ブロック上でのみ送信される。各リソース・エレメントによって搬送されるビットの数
は、変調スキームに依存する。かくして、ＵＥが受信するリソース・エレメント・ブロッ
クがより多いほど、および変調スキームがより高度であるほど、ＵＥのためのデータ・レ
ートはより高くなる。
【００４２】
　[0052]　図４は、レガシＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を例示する図４００であ
る。ＵＬのために利用可能なリソース・エレメント・ブロックは、データ・セクションと
制御セクションとに区分され得る。制御セクションは、システム帯域幅の両端で形成され
、構成可能なサイズを有し得る。制御セクショにおけるリソース・エレメント・ブロック
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は、制御情報の送信のためにＵＥに割り当てられ得る。データ・セクションは、制御セク
ションに含まれない全てのリソース・エレメント・ブロックを含み得る。ＵＬフレーム構
造は、連続するサブキャリアを含むデータ・セクションをもたらし、それは、単一のＵＥ
が、データ・セクションにおいて連続するサブキャリアの全てを割り当てられることを可
能にし得る。
【００４３】
　[0053]　ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために制御セクションにおいてリソース
・エレメント・ブロック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられ得る。ＵＥはまた、ｅＮＢに
データを送信するために、データ・セクションにおいてリソース・エレメント・ブロック
４２０ａ、４２０ｂが割り当てられ得る。ＵＥは、制御セクションにおいて割り当てられ
たリソース・エレメント・ブロック上で、物理ＵＬ制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）において
制御情報を送信し得る。ＵＥは、データ・セクションにおいて割り当てられたリソース・
エレメント・ブロック上で、物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）においてデータのみ、
またはデータと制御情報の両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロッ
トにまたがり得、周波数にわたってホッピングし得る。
【００４４】
　[0054]　リソース・エレメント・ブロックのセットは、物理ランダム・アクセス・チャ
ネル（ＰＲＡＣＨ）４３０において、初期システム・アクセスを実施し、ＵＬ同期を達成
するために使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダム・シーケンスを搬送するが、い
ずれのＵＬデータ／シグナリングも搬送することはできない。各ランダム・アクセス・プ
リアンブルは、６個の連続するリソース・エレメント・ブロックに対応する帯域幅を占有
する。開始周波数はネットワークによって指定される。すなわち、ランダム・アクセス・
プリアンブルの送信は、ある特定の時間および周波数リソースに制限される。ＰＲＡＣＨ
のための周波数ホッピングは存在しない。ＰＲＡＣＨ試行は、単一のサブフレーム（１ｍ
ｓ）において、または少数の連続するサブフレームのシーケンスにおいて搬送され、ＵＥ
は、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試行のみを行うことができる。
【００４５】
　[0055]　図５は、ＬＴＥにおけるユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコル・
アーキテクチャの例を例示する図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコ
ル・アーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３の３つのレイヤで図示され
る。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は、最下位のレイヤであり、さまざまな物理レイヤ信号処理
機能をインプリメントする。Ｌ１レイヤは、本明細書では物理レイヤ５０６と呼ばれる。
レイヤ２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６より上位にあり、物理レイヤ５０６
上でＵＥとｅＮＢとの間のリンクを担う。
【００４６】
　[0056]　ユーザ・プレーンにおいて、Ｌ２レイヤ５０８は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ
）サブレイヤ５１０、無線リンク制御（ＲＬＣ）サブレイヤ５１２、およびパケット・デ
ータ・コンバージェンス・プロトコル（ＰＤＣＰ）５１４サブレイヤを含み、それらは、
ネットワーク側のｅＮＢで終端される。示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰ
ＤＮゲートウェイ１１８で終端されるネットワーク・レイヤ（例えば、ＩＰレイヤ）、お
よび接続の他端（例えば、遠端ＵＥ、サーバなど）で終端されるアプリケーション・レイ
ヤを含む、Ｌ２レイヤ５０８よりも上位のいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００４７】
　[0057]　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間での多
重化を提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバヘッドを低減させる
ための上位レイヤ・データ・パケットのためのヘッダ圧縮、データ・パケットを暗号化す
ることによるセキュリティ、および複数のｅＮＢ間のＵＥのためのハンドオーバ・サポー
トを提供する。ＲＬＣサブレイヤ５１２は、上位レイヤ・データ・パケットのセグメンテ
ーションおよびリアセンブリ、損失データ・パケットの再送、およびハイブリッド自動再
送要求（ＨＡＲＱ）により順序が乱れた受信（out-of-order reception）を補償するため
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のデータ・パケットの並べ替え（reordering）を提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、
論理チャネルとトランスポート・チャネル間の多重化を提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１
０はまた、ＵＥの間で１つのセルにおいてさまざまな無線リソース（例えば、リソース・
エレメント・ブロック）を割り当てることを担う。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＨＡ
ＲＱ動作を担う。
【００４８】
　[0058]　制御プレーンにおいて、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコル・アーキテ
クチャは、制御プレーンに対するヘッダ圧縮機能が存在しないという点を除き、物理レイ
ヤ５０６およびＬ２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レ
イヤ３（Ｌ３レイヤ）において無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。Ｒ
ＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得すること、およ
びｅＮＢとＵＥとの間でのＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することを担
う。
【００４９】
　[0059]　図６は、アクセス・ネットワークにおいてＵＥ６５０と通信状態にあるｅＮＢ
６１０のブロック図である。ＤＬにおいて、コア・ネットワークからの上位レイヤ・パケ
ットは、コントローラ／プロセッサ６７５に提供される。コントローラ／プロセッサ６７
５は、Ｌ２レイヤの機能をインプリメントする。ＤＬにおいて、コントローラ／プロセッ
サ６７５は、さまざまな優先度メトリック（priority metric）に基づいたＵＥ６５０へ
の無線リソース割り振り、論理チャネルとトランスポート・チャネルとの間での多重化、
パケット・セグメンテーションおよび並び替え、暗号化、およびヘッダ圧縮を提供する。
コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作、損失パケットの再送信、および
ＵＥ６５０へのシグナリングを担う。
【００５０】
　[0060]　送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のた
めのさまざまな信号処理機能をインプリメントする。信号処理機能は、ＵＥ６５０での前
方誤り訂正（ＦＥＣ：forward error correction）を容易にするためにコーディングおよ
びインターリーブすることと、さまざまな変調スキーム（例えば、２位相偏移変調（ＢＰ
ＳＫ）、４位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相偏移変調（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ値直交振幅変
調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて信号コンステレーションにマッピングすることとを含む。
コーディングおよび変調されたシンボルはその後、並列ストリームに分けられる。各スト
リームはその後、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間および／または周波数ド
メイン中で参照信号（例えば、パイロット）と多重化され、その後、逆高速フーリエ変換
（ＩＦＦＴ）を使用してともに組み合わされ、時間ドメインＯＦＤＭシンボル・ストリー
ムを搬送する物理チャネルを生成する。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを
作り出すために空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル
推定値は、コーディングおよび変調スキームを決定するために、ならびに空間処理のため
にも使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５０によって送信されたチャネル状態フィ
ードバックおよび／または参照信号から導出され得る。各空間ストリームはその後、別個
の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に提供される。各送信機６１８ＴＸは
、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００５１】
　[0061]　ＵＥ６５０では、各受信機６５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６５２を通
して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元し
、受信（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を提供する。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１レイ
ヤのさまざまな信号処理機能をインプリメントする。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５
０に宛てられた任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実施す
る。複数の空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられる場合、それらは、ＲＸプロセッサ６
５６によって単一のＯＦＤＭシンボル・ストリームに組み合わされ得る。ＲＸプロセッサ
６５６はその後、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、ＯＦＤＭシンボル・ストリー



(19) JP 6573980 B2 2019.9.11

10

20

30

40

50

ムを時間ドメインから周波数ドメインに変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号の各
サブキャリアのために別個のＯＦＤＭシンボル・ストリームを構成する。各サブキャリア
上のシンボルと参照信号とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、最も可能性の高い信号
コンステレーション・ポイントを決定することによって復元および復調される。これらの
軟判定は、チャネル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判
定はその後、物理チャネル上でｅＮＢ６１０によって当初送信されたデータおよび制御信
号を復元するために、復号およびデインターリーブされる。データおよび制御信号はその
後、コントローラ／プロセッサ６５９に提供される。
【００５２】
　[0062]　コントローラ／プロセッサ６５９は、Ｌ２レイヤをインプリメントする。コン
トローラ／プロセッサは、プログラム・コードおよびデータを記憶するメモリ６６０に関
連付けられることができる。メモリ６６０は、コンピュータ可読媒体と称され得る。ＵＬ
において、コントローラ／プロセッサ６５９は、コア・ネットワークからの上位レイヤ・
パケットを復元するために、制御信号処理、ヘッダの解凍、暗号解読、パケットのリアセ
ンブリ、トランスポート・チャネルと論理チャネルとの間での逆多重化を提供する。その
後、上位レイヤ・パケットは、データ・シンク６６２に提供され、それは、Ｌ２レイヤよ
り上位のすべてのプロトコル・レイヤを表す。さまざまな制御信号もまた、Ｌ３処理のた
めにデータ・シンク６６２に提供され得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、Ｈ
ＡＲＱ動作をサポートするために、肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣ
Ｋ）プロトコルを使用した誤り検出を担う。さらに、ＵＥ６５０は、本開示に記載のレガ
シおよび／またはＵＬＬ ＣＳＩ報告プロセスにしたがってネットワーク・エンティティ
（例えばアクセス・ポイント１０５）にＣＳＩを生成および送信するように構成されてい
るＣＳＩ管理コンポーネント６６１を含み得る。
【００５３】
　[0063]　ＵＬでは、データ・ソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位
レイヤ・パケットを提供するために使用される。データ・ソース６６７は、Ｌ２レイヤよ
り上位のすべてのプロトコル・レイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明
された機能と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ｅＮＢ６１０による無線リソ
ース割り振りに基づいて、論理チャネルとトランスポート・チャネル間の多重化、パケッ
ト・セグメント化と並べ替え、暗号化、およびヘッダ圧縮を提供することによって、ユー
ザ・プレーンおよび制御プレーンのためのＬ２レイヤをインプリメントする。コントロー
ラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作、損失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１
０へのシグナリングを担う。
【００５４】
　[0064]　ｅＮＢ６１０によって送信されたフィードバックまたは参照信号からチャネル
推定器６５８によって導出されたチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調スキ
ームを選択することと、空間処理を容易にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６
８によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成された空間ストリームは、
別個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に提供される。各送信機６５４Ｔ
Ｘは、送信のためにそれぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを変調する。
【００５５】
　[0065]　ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関連して説明されたのと同様の
方法で、ｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、そのそれぞれのアン
テナ６２０を通じて信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調され
た情報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０にその情報を提供する。ＲＸプロセッサ６７０は
、Ｌ１レイヤをインプリメントし得る。
【００５６】
　[0066]　コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤをインプリメントする。コン
トローラ／プロセッサ６７５は、プログラム・コードおよびデータを記憶するメモリ６７
６に関連付けられることができる。メモリ６７６は、コンピュータ可読媒体と称され得る
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。ＵＬにおいて、コントローラ／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤ・パ
ケットを復元するために、制御信号処理、ヘッダの解凍、暗号解読、パケットのリアセン
ブリ、トランスポート・チャネルと論理チャネルとの間での逆多重化を提供する。コント
ローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤ・パケットは、コア・ネットワークに提供さ
れ得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために、
ＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用する誤り検出を担う。さらに、コントロ
ーラ／プロセッサは、～と通信状態にあり得る。
【００５７】
　[0067]　図７は、例としてのサブフレーム７００を例示する図であり、それはＬＴＥサ
ブフレームに対応し得、複数のサブフレーム領域に分割されており、制御領域７０２、グ
レイ領域７０４、データ領域７０６を含み得る。１つの態様では、サブフレーム７００は
、時間ドメインで（水平に）１４個のシンボル（シンボル０乃至１３）に分割されており
、各サブフレーム領域は、これらのシンボルの１つまたは複数を含み得る。例えば、非制
限的な例では、制御領域７０２はシンボル０を含み得、グレイ領域７０４はシンボル１お
よび２を含み得、データ領域７０６はシンボル３乃至１３を含み得る。しかしながら、他
の例は、図７の例としてのサブフレーム７００に示されているものよりむしろ、個々のシ
ンボルが代替のサブフレーム領域の一部であるシナリオを含み得る。１つの態様では、制
御領域７０２は、１つまたは複数のサブフレームを含み、その間に情報が、ワイヤレス通
信システムにおいて１つまたは複数の制御チャネルを介して送信される。このような態様
では、送信は、１つまたは複数の制御チャネルを、主としてまたは独占的に、介して行わ
れ得る。さらに、データ領域７０６は、１つまたは複数のサブフレームを含み、その間に
情報が、１つまたは複数のデータ・チャネルを介して送信され得る。このような態様では
、送信は、１つまたは複数のデータ・チャネルを、主としてまたは独占的に、介して行わ
れ得る。さらに、グレイ領域７０４は、１つまたは複数のサブフレームを含み、その間に
情報が、ワイヤレス通信システムにおいて制御チャネルおよびデータ・チャネルの両方に
おいて送信される。
【００５８】
　[0068]　本開示の１つの態様では、ＣＳＩの生成のために使用されるデータがサブフレ
ーム領域固有である場合、ＵＥは、ネットワーク・エンティティにＣＳＩを生成および送
信するように構成され得る。例えば、１つの態様では、ＵＥは、特定のサブフレーム領域
における１つまたは複数のシンボルの間のチャネル状態にしたがってＣＳＩ報告を命じる
ＣＳＩ報告トリガを検知し得る。ＣＳＩ生成に関わる１つまたは複数のシンボルが制御領
域７０２に関連する場合、ＵＥは、制御領域で受信される少なくとも１つの共通の参照信
号（ＣＲＳ）に基づいてＣＳＩを生成し得る。さらに、ＣＳＩ報告トリガがグレイ領域７
０４の１つまたは複数のシンボルに関連する場合、ＵＥは、干渉測定のためにグレイ領域
において１つまたは複数のＲＥまたはＲＥＧを特定し得、干渉測定を得るためにＲＥまた
はＲＥＧと関連した干渉を測定し得る。１つの態様では、ＣＳＩがグレイ領域の１つまた
は複数のシンボルに対して生成されるとき、それはこの干渉測定に基づいて生成され得る
。さらに、ＣＳＩ報告トリガがデータ領域７０６の１つまたは複数のシンボルに関連する
場合、ＵＥは、干渉測定リソース（ＩＭＲ：Interference Measurement Resource）のＩ
ＭＲ測定を実施し得、ＩＭＲ測定に基づいてＣＳＩを生成し得る。
【００５９】
　[0069]　図８は、ＣＳＩ管理コンポーネント６６１（図６参照）の複数のサブコンポー
ネントを含むブロック図であり、それは、１つまたは複数のネットワーク・エンティティ
にＣＳＩを生成および送信するために本開示のＵＥによってインプリメントされ得る。１
つの態様では、ＣＳＩは、ランク・インジケータ、プリコーディング・タイプ・インジケ
ータ（ＰＴＩ）、プリコーディング・マトリックス・インデックス（ＰＭＩ）、および／
またはチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）のうちの１つまたは複数を含み得るがこれら
に限定されない。
【００６０】
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　[0070]　本開示の１つの態様では、ＣＳＩ管理コンポーネント６０２は、ＣＳＩ報告ト
リガ検知コンポーネント８０２を含み得、それは、ネットワーク・エンティティへのＣＳ
Ｉの生成と送信とを示唆するＣＳＩ報告トリガを検知するように構成され得る。１つの態
様では、ＣＳＩ報告トリガを検知することは、ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報
告するようにＵＥに要求または命令する、ネットワーク・エンティティからのメッセージ
を受信することを含み得る。代わって、前記ＣＳＩ報告トリガは、非周期的なＣＳＩ報告
に関わる制御チャネルを介して受信されるインジケーションまたは周期的なＣＳＩ報告に
関わる構成を含み得る。さらに、ＣＳＩ報告トリガ検知コンポーネント８０２は、ＣＳＩ
報告トリガＴＴＩ決定コンポーネント８０４を含み得、それは、トリガに基づいてＣＳＩ
が報告される通信またはチャネルに関連するＴＴＩを決定するように構成され得る。例え
ば、ＣＳＩ報告トリガＴＴＩ決定コンポーネント８０４は、１ｍｓのオーダでＴＴＩを有
するレガシＬＴＥ通信を使用して通信のためにＣＳＩ報告がトリガされることを決定し得
、レガシＬＴＥに関連したＣＳＩ生成および報告プロセスを実施し得る。代わって、ＣＳ
Ｉ報告トリガＴＴＩ決定コンポーネント８０４は、サブフレームの１つのシンボル（例え
ば、１つのシンボル、２つのシンボル、２つのスロットにおける１つのスロットなど）ま
でのオーダでＴＴＩを有するＵＬＬ通信を使用して通信のためにＣＳＩ報告がトリガされ
ることを決定し得る。このような例では、ＵＥは、サブフレーム領域ベースのＣＳＩ生成
および報告が使用されるべきであることを決定し得る。
【００６１】
　[0071]　さらに、本開示にしたがって、レガシＬＴＥシステムおよびＵＬＬシステムは
、ＣＳＩ報告をトリガすることができ、それは、非周期的なＣＳＩ報告を含み得る。１つ
の態様では、ＣＳＩが生成および送信されるキャリア、ＲＥＧ、サブバンドなどのセット
は、または、ＣＳＩの生成に関与するプロセスは、ＣＳＩ報告トリガがレガシ通信または
ＵＬＬ通信のために受信されるかどうかに基づいて、異なり得る。例えば、ＵＥによって
実施されるＣＳＩ報告プロセスは、レガシ通信の要件と比較して、緩和された、および／
または簡易化されたＣＳＩ報告プロセス要件を有し得る。例えば、本開示のＵＬＬ ＣＳ
Ｉ報告スキームのもとで、プロセスは、ネットワークにＣＳＩを報告することに関わる、
限られた数のＣＳＩ報告ランクを有し得る（例えば、ランク１報告に制限され得る）。Ｃ
ＳＩ報告ランクの制限は、明白にまたは暗黙的に、行われることができる。ＵＥは、ＵＬ
Ｌに関わるランクの特定のセットを報告することに関わる、明白に指示またはハードコー
ドされることができる（例えば、ランク１に制限され得る）。ＵＥはまた、ｅＮＢからパ
ラメータ（例えばコードブック・サブセット制限パラメータ（codebook subset restrict
ion parameter））を受信することができ、ＣＳＩ報告に関わるランクの制限されたセッ
トを導出する。別の例では、本開示のＵＬＬ ＣＳＩ報告スキームのもとで、プロセスは
、ネットワークにＣＳＩを報告することに関わる、ＰＭＩの制限されたセットを有し得る
。さらなる例では、本開示のＵＬＬ ＣＳＩ報告スキームのもとで、プロセスは、ネット
ワークにＣＳＩを報告することに関わる簡易化された報告モードまたは報告モードの制限
されたセットを有し得る。さらに、また別の例では、本開示のＵＬＬ ＣＳＩ報告スキー
ムのもとで、プロセスは、差異的なＣＱＩ報告（例えば、改良されたまたは劣化したＣＱ
Ｉを指示するための１ビット）またはネットワークにＣＳＩを報告することに関わる緩和
された実施要件（例えば２つの隣接したＣＱＩ値に関してより大きな範囲の値）を有し得
る。例として、レガシＣＳＩ報告の場合のように４ビットＣＱＩを使用する代わりに、３
ビットのＣＱＩが、ＵＬＬに関して使用され得る。３ビットＣＱＩに対応するＣＱＩ値は
、４ビットＣＱＩに対応するＣＱＩ値のサブセットであることができる。これによって、
ＵＬＬに関わるＣＱＩ報告の正確さが、緩和される可能性がある。さらに、ＵＬＬプロセ
スは、レガシ・プロセスと比較して、ＣＳＩがネットワークに報告される限られた数のサ
ブバンドを有し得る。例えば、本開示の１つの態様では、ＵＬＬ ＣＳＩは、ＲＢＧまた
は２５個のラジオＲＢのブロックを使用してネットワークに報告され得、それは、レガシ
ＣＳＩ報告プロセスのサブバンドのサイズより大きいサブバンドのサイズを構成し得る。
【００６２】
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　[0072]　本開示のさらなる態様では、レガシおよびＵＬＬ ＣＳＩ報告トリガは、時間
（例えばシンボル）および／または周波数（例えばＲＥＧ）において重複し得る。いくつ
かの例では、別個のレガシおよびＵＬＬトリガが検知され得るが、両トリガは、発生され
るＣＳＩの基盤となり得る干渉測定および／またはチャネル測定に関わる同じ参照リソー
スを指示し得る。代わって、レガシおよびＵＬＬトリガ（例えばネットワーク・エンティ
ティから受信される報告要求）は、ＣＳＩ報告に関わる別個の干渉測定リソースを指示し
得る。さらに、レガシおよびＵＬＬ ＣＳＩがチャネルおよび／または干渉測定に関わる
同じ参照リソースを指示し得るが、異なる処理が、トリガがレガシまたはＵＬＬ通信また
はシステムのいずれに関連するかに基づいて、依然として適用され得る。
【００６３】
　[0073]　１つの態様では、ＣＳＩ管理コンポーネント６６１は、サブフレーム領域特定
コンポーネント８０６をさらに含み得、それは、ＣＳＩが生成されるサブフレーム領域を
、ＵＬＬ通信に関わるＣＳＩ報告トリガの検知に基づいて、特定するように構成され得る
。１つの態様では、このサブフレーム領域は、制御領域７０２、グレイ領域７０４、また
はデータ領域７０６であり得、それらは、上記に図７において詳細に説明される。
【００６４】
　[0074]　さらに、ＣＳＩ管理コンポーネント６６１は、ＣＳＩ生成コンポーネント８０
８を含み得、それは、サブフレーム領域特定コンポーネント８０６によって特定されるサ
ブフレーム領域に基づいてネットワーク・エンティティへの送信のためのＣＳＩを生成す
るように構成され得る。１つの態様では、決定されたサブフレーム領域が制御領域７０２
である場合、ＣＳＩ生成コンポーネントは、共通の参照信号（ＣＲＳ）に基づいてＣＳＩ
を生成し得、それは、受信コンポーネント８１８によって受信され得る。
【００６５】
　[0075]　代替の例では、サブフレーム領域特定コンポーネント８０６がサブフレーム領
域をグレイ領域７０４と特定する場合、ＣＳＩ生成コンポーネント８０８におけるＲＥ特
定コンポーネント８１２は、ＣＳＩ生成のために使用されるグレイ領域のシンボルにおい
て１つまたは複数のＲＥまたはＲＥＧを特定し得る。例えば、１つまたは複数のＲＥまた
はＲＥＧがＲＥ特定コンポーネント８１２によって特定されると、ＲＥ干渉測定コンポー
ネント８１４は、干渉測定を得るために１つまたは複数のＲＥまたはＲＥＧに関連する干
渉を測定し得る。その後、ＣＳＩ生成コンポーネント８０８は、１つまたは複数のＲＥの
干渉測定に基づいてＣＳＩを生成し得る。
【００６６】
　[0076]　さらなる例では、サブフレーム領域特定コンポーネント８０６がサブフレーム
領域をデータ領域７０６と特定する場合、ＣＳＩ生成コンポーネントは、特定されたＩＭ
ＲのＩＭＲ測定（例えば干渉測定）を実施するために干渉測定リソース（ＩＭＲ）測定コ
ンポーネント８１０を使用し得る。その後、ＣＳＩ生成コンポーネント８０８は、ＩＭＲ
測定に基づいてＣＳＩを生成し得る。
【００６７】
　[0077]　さらに、１つの態様では、ＣＳＩに関わるサブバンドのサイズが第２のＴＴＩ
を有するシステムまたは通信に関わるＣＳＩ生成に関連するサブバンドのサイズより大き
い場合に、ＣＳＩ生成コンポーネント８０８は、複数のサブバンド（またはリソース・エ
レメント）上で第１のＴＴＩを有するシステムまたは通信に対してＣＳＩを生成するよう
に構成され得る。例えば、ＣＳＩ生成プロセスがＵＬＬプロセスまたは通信に関連する場
合、ＣＳＩ生成コンポーネントは、レガシ通信またはＣＳＩプロセスのサブバンドより大
きいサブバンドに対してＣＳＩを生成するように構成され得る。さらなる態様では、第１
のＴＴＩに関わるＣＳＩ生成は、第２のＴＴＩに関わるＣＳＩ測定と比較して制限され得
る。１つの態様では、このような制限は、ランクの縮小セット、プリコーディング・マト
リックス・インジケータの縮小セット、ＣＳＩ報告タイプの縮小セット、縮小された実施
要件またはこれらの任意の組合せを含み得る。
【００６８】
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　[0078]　さらに、ＣＳＩ生成コンポーネント８０８は、（同じまたは異なるＴＴＩの）
事前に報告されたＣＳＩに対して差異的なＣＳＩとしてのＣＳＩを生成するように構成さ
れ得る。例えば、ＣＳＩ生成コンポーネント８０８は、ネットワーク・エンティティに送
信された先のＣＳＩが第２のＴＴＩ（例えばレガシＬＴＥ１ｍｓ ＴＴＩ ＣＳＩ）に関連
する先のＣＳＩ報告トリガに基づいていたことを決定するように構成され得る。１つの態
様では、現在のＣＳＩが第１のＴＴＩ（例えばＵＬＬ１シンボルＴＴＩ ＣＳＩプロセス
）を有する通信に関連する場合、ＣＳＩ生成コンポーネント８０８は、先のＣＳＩに対し
て差異的なＣＳＩを生成するように構成され得る。
【００６９】
　[0079]　さらなる態様では、ＣＳＩ管理コンポーネント６６１は、送信コンポーネント
８１６を含み得、それは、１つまたは複数のネットワーク・エンティティに生成されたＣ
ＳＩを送信するように構成され得る。１つの態様では、送信コンポーネント８１６は、送
信機、トランシーバ、関連する回路、および／またはワイヤレス通信信号を送信するよう
に構成されている任意の他のコンポーネントを含み得る。
【００７０】
　[0080]　図９は、本開示の例としての方法９００を例示しており、それは、本開示のＵ
Ｅまたはその中のコンポーネント（例えば、図６および８のＣＳＩ管理コンポーネント６
６１）によって実施され得る。例えば、１つの態様では、ブロック９０２において、方法
９００は、ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告することに関わるＣＳＩ報告トリ
ガを検知することを含み得る。１つの態様では、ＣＳＩ報告トリガは、（例えば第１のＴ
ＴＩを有する）ＵＬＬ ＣＳＩ報告プロセスおよび／または（例えば第１のＴＴＩより大
きい第２のＴＴＩを有する）レガシＬＴＥ ＣＳＩ報告プロセスに関連し得る。さらに、
いくつかの例では、前記ＣＳＩ報告トリガは、非周期的なＣＳＩ報告に関わる制御チャネ
ルにおける指示または周期的なＣＳＩに関わる構成のうちの少なくとも１つであり得る。
さらに、ブロック９０２は、図６のコントローラ／プロセッサ６５９または図８のＣＳＩ
報告トリガ検知コンポーネント８０２によって実施され得る。
【００７１】
　[0081]　さらに、方法９００は、ＣＳＩが生成されるサブフレーム領域を、ＣＳＩ報告
トリガの検知に基づいて、特定することを、ブロック９０４に含み得る。上述のように、
複数のサブフレーム領域の各サブフレーム領域がサブフレームの少なくとも１つのシンボ
ルを含む場合、サブフレーム領域は、複数のサブフレーム領域のうちの１つであり得る。
１つの態様では、これらのサブフレーム領域は、制御領域７０２、グレイ領域７０４、お
よび／またはデータ領域７０６を含み得る（図７および８参照）。１つの態様では、ブロ
ック９０４は、図６のコントローラ／プロセッサ６５９または図８のサブフレーム領域特
定コンポーネント８０６によって実施され得る。
【００７２】
　[0082]　さらなる態様では、方法９００は、ブロック９０４において特定されるサブフ
レーム領域に基づいてＣＳＩを生成することを、ブロック９０６に含み得る。例えば、図
９には明示されていないが、ブロック９０６は、制御領域において受信される少なくとも
１つのＣＲＳに基づいてＣＳＩを生成することを含み得る。代わって、ブロック９０６は
、ブロック９０４において特定されたサブフレーム領域がデータ領域である場合、ＩＭＲ
測定（例えばＩＭＲにおける干渉測定）に基づいてＣＳＩを生成することを含み得る。さ
らなる代替の態様では、ブロック９０６は、グレイ領域７０４がブロック９０４において
サブフレーム領域と特定される場合、グレイ領域において特定されたＲＥＧの干渉測定に
基づいてＣＳＩを生成することを含み得る。さらなる態様では、ブロック９０６は、先の
ＣＳＩに対して差異的なＣＳＩを生成することを含み得る。ブロック９０６は、図６のコ
ントローラ／プロセッサ６５９または図８の生成コンポーネント８０８によって実施され
得る。
【００７３】
　[0083]　さらに、方法９００は、ネットワーク・エンティティにＣＳＩを送信すること
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を、ブロック９０８に含み得る。１つの態様では、ブロック９０８は、例えば図８の送信
コンポーネント８１６、もしくは図６のＴＸプロセッサ６６８、送信機６５４ＴＸ、また
はアンテナ６５２のうちの１つまたは複数によって実施され得る。
【００７４】
　[0084]　１つの態様では、セル間の干渉調整に関して、サブフレームごとに基づいて（
on a per subframe basis）調整する代わりに、干渉調整はまた、シンボル・レベルに基
づいて実施されることができる。例として、干渉調整は、シンボルごとに基づいて実行さ
れることができる。別の例では、干渉調整は、サブフレーム領域ごとに基づいて実行され
ることができる。干渉調整は、バックホール、無線（over-the-air）、またはそれらの組
合せにおける情報交換の形式であることができる。
【００７５】
　[0085]　１つの態様では、ＵＥによってサポートされることができる複数のＣＳＩプロ
セスの制限が強化されることができる。ＵＬＬに関わる最大数のＣＳＩプロセスの管理は
、レガシに関わる最大数のＣＳＩプロセスの管理と別個に実施されることができ、または
合同で実施されることができる。非制限的な例では、ＵＥは、最大で、レガシ通信に関わ
る５個のＣＳＩプロセス、ＵＬＬ通信に関わる５個のＣＳＩプロセス、および両方の混合
に関わる５個のＣＳＩプロセスを処理する能力を指示することができる。任意のシンボル
で、ＵＥは、ＣＳＩ報告に関してトリガされた複数のＣＳＩプロセスが、それの指示され
た能力に勝るか否かを決定することができる。勝る場合、ＵＥは、通常の方法でいくつか
のＣＳＩプロセスを報告し得、一方で特別な方法で他のＣＳＩプロセスを処理し得る。一
例として、ＵＥは、他のＣＳＩプロセスに対して、古い報告または範囲外の（ＯＯＲ：ou
t-of-range）値を報告し得る。ＵＥはまた、対応するＣＳＩ報告を削除し得る。特別な処
理に関わるＣＳＩプロセスの選択は、ＣＳＩプロセス識別子、セル・インデックス識別子
、サブフレーム・セット識別子、ＴＴＩ長、またはこれらの組合せに基づくことができる
。
【００７６】
　[0086]　一例では、ＵＥは、より短いＴＴＩ長を有する通信に関わるＣＳＩ報告に対し
てより高い優先度を与え得る。このような場合では、ＵＬＬに関わるＣＳＩの報告とレガ
シに関わるＣＳＩの報告との間のコリジョンのもとで、レガシに関わるＣＳＩを報告する
ことは、除外されるか特別に処理され得、一方で、ＵＬＬに関わるＣＳＩを報告すること
は、通常の方法で処理されることができる。
【００７７】
　[0087]　図１０は、例示的な装置１００２における異なるモジュール／手段／コンポー
ネント間でのデータ・フローを例示する概念的なデータ・フロー図１０００である。装置
１００２は、図１のＵＥ１１５、図２のＵＥ２０６、および／または図６のＵＥ６５０の
ようなＵＥであり得る。装置１００２は、ダウンリンク・データ／メッセージ１０１０を
受信するように構成されている受信モジュール１００４を含み、それは、ネットワーク・
エンティティにＣＳＩを報告するようにＵＥに要求または命令するＣＳＩ報告トリガ１０
１２を含む１つまたは複数のメッセージ、例えば、限定しないが、非周期的ＣＳＩ報告に
対して制御チャネルを介して受信された１つまたは複数の指示、を含み得る。このような
ダウンリンク・データ／メッセージ１０１０は、例えば、ネットワーク・エンティティ１
００８によって装置１００２に送信され得、図１のアクセス・ポイント１０５、図２のマ
クロｅＮＢ２０４または低電力クラスのｅＮＢ２０８、または図６のｅＮＢ６１０を含み
得るが、これらに限定されない。
【００７８】
　[0088]　一度受信されると、そしていくつかの例では、復号または処理されると、受信
モジュール１００４は、ＣＳＩ管理コンポーネント６６１に、ＣＳＩ報告トリガ１０１２
を含む受信されたダウンリンク・データ／メッセージ１０１０を送信し得る（例えば図８
参照）。１つの態様では、ダウンリンク・データ／メッセージ１０１０に含まれ得るＣＳ
Ｉ報告トリガ１０１２を受信すると、ＣＳＩ管理コンポーネント６６１は、ＣＳＩが生成
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されるサブフレーム領域に基づいてＣＳＩ測定を生成し得る。さらに、ＣＳＩ管理コンポ
ーネント６６１は、送信モジュール１００６に、生成されたＣＳＩ測定１０１４を送信し
得る。次に、送信モジュール１００６は、ネットワーク・エンティティ１００８に、アッ
プリンク送信１０１６を送信するように構成され得る。
【００７９】
　[0089]　装置は、前述された図９のフロー・チャートにおける方法９００（または関連
するアルゴリズム）のステップの各々を実施する追加のモジュールを含み得る。このよう
に、前述された図９のフロー・チャートにおける各ステップは、モジュールによって実施
され、装置は、それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。モジュールは、
記載されたプロセス／アルゴリズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハード
ウェア・コンポーネントであり得るか、記載されたプロセス／アルゴリズムを実施するよ
うに構成されたプロセッサによってインプリメントされ得るか、プロセッサによるインプ
リメンテーションのためにコンピュータ可読媒体内に記憶され得るか、またはそれらの何
らかの組み合わせであり得る。
【００８０】
　[0090]　図１１は、処理システム１１１４を用いる装置１００２’のためのハードウェ
ア・インプリメンテーションの例を例示する図１１１０である。装置１００２と同様に、
装置１００２’は、図１のＵＥ１１５、図２のＵＥ２０６、および／または図６のＵＥ６
５０のようなＵＥであり得、図１０の装置１００２と同じ装置であり得る。処理システム
１１１４は、概してバス１１２４によって表される、バス・アーキテクチャを用いてイン
プリメントされ得る。バス１１２４は、処理システム１１１４の特定のアプリケーション
および全体的な設計制約に依存して、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含み得る
。バス１１２４は、プロセッサ１１０４、ＣＳＩ管理コンポーネント６６１および関連す
るサブコンポーネント（例えば図８参照）によって示される、１つまたは複数のプロセッ
サおよび／またはハードウェア・モジュール、およびコンピュータ可読媒体１１０６を含
むさまざまな回路をリンクさせる。バス１１２４はまた、タイミング・ソース、周辺機器
、電圧レギュレータ、および電力管理回路のようなさまざまな他の回路をリンクし得るが
、それらは、当該技術において良く知られており、したがって、これ以上は説明されない
。
【００８１】
　[0091]　処理システム１１１４は、トランシーバ１１１０に結合され得、それは、いく
つかの例では、図８の送信コンポーネント８１６、図８の受信コンポーネント８１８、図
１０の受信モジュール１００４、および／または図１０の送信モジュール１００６を含み
得る。トランシーバ１１１０は、１つまたは複数のアンテナ１１２０に結合される。トラ
ンシーバ１１１０は、（図１のアクセス・ポイント１０５、図２のマクロｅＮＢ２０４ま
たは低電力クラスｅＮＢ２０８、図６のｅＮＢ６１０、図１０のネットワーク・エンティ
ティ１００８を含み得るがこれらに限定されない）さまざまな他の装置と通信するための
手段を提供する。処理システム１１１４は、コンピュータ可読媒体１１０６に結合される
プロセッサ１１０４を含む。プロセッサ１１０４は、コンピュータ可読媒体１１０６に記
憶されたソフトウェアの実行を含む、一般的な処理を担う。このソフトウェアは、プロセ
ッサ１１０４によって実行されたとき、処理システム１１１４に、任意の特定の装置のた
めに、上記に説明したさまざまな機能を実施させる。コンピュータ可読媒体１１０６はま
た、ソフトウェアを実行するとき、プロセッサ１１０４によって操作されるデータを記憶
するために使用され得る。処理システムは、ＣＳＩ管理コンポーネント６６１および関連
したサブコンポーネント（例えば図８参照）をさらに含み、それは、本開示に記載のＣＳ
Ｉ報告のための技術の１つまたは複数を実施するように構成され得る。モジュール／コン
ポーネントは、プロセッサ１１０４において実行中のソフトウェア・モジュール、コンピ
ュータ可読媒体１１０６に存在する／記憶されたソフトウェア・モジュール、プロセッサ
１１０４に結合された１つまたは複数のハードウェア・モジュール、またはそれらの何ら
かの組み合わせであり得る。
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【００８２】
　[0092]　開示された処理におけるステップの特定の順序または階層は、例示的なアプロ
ーチの一例であることが理解される。設計の好みに基づいて、処理におけるステップの特
定の順序または階層は再配置され得ることが理解される。さらに、いくつかのステップは
、組み合わされ得るか、または省略され得る。添付の方法の請求項は、サンプルの順序で
さまざまなステップの要素を提示しており、提示された特定の順序または階層に限定され
るようには意図されない。
【００８３】
　[0093]　先の説明は、いかなる当業者にも本明細書で説明されたさまざまな態様を実施
することを可能にするように、提供される。これらの態様へのさまざまな修正は、当業者
に容易に明らかとなり、本明細書に定義された包括的な原理は、他の態様に適用され得る
。かくして、特許請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるように意図されて
はいないが、特許請求の範囲の文言と一致する全範囲を付与されるべきであり、ここにお
いて、単数形での要素への言及は、そうであると具体的に記載されない限り、「１つおよ
び１つのみ」を意味するようには意図されず、むしろ「１つまたは複数」を意味する。そ
うでないと具体的に記載されない限り、「いくつかの」という用語は、１つまたは複数を
指す。「例示的な（exemplary）」という用語は、本明細書では、「例、実例、または例
示としての役割を果たす」という意味で使用されている。「例証的」であるとして本明細
書で説明されたいずれの態様も、他の態様よりも好ましいまたは有利であるとして必ずし
も解釈されるべきではない。そうでないと具体的に記載されない限り、「いくつかの」と
いう用語は、１つまたは複数を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「
Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１
つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれ
らの任意の組み合わせ」のような組み合わせは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組み
合わせを含み、複数のＡ、複数のＢ、または複数のＣを含み得る。特に、「Ａ、Ｂ、また
はＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、
Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」
および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組み合わせ」のような組み合わせは、Ａのみ
、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢ、ＡとＣ、ＢとＣ、またはＡとＢとＣであり得、ここで、任意
のこのような組み合わせは、Ａ、Ｂ、またはＣの１つまたは複数のメンバーを含み得る。
当業者に知られている、あるいは後に知られることになる本開示全体にわたって説明され
たさまざまな態様の要素に対するすべての構造的および機能的な同など物は、参照によっ
てここに明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるように意図される。その上、本
明細書のどの開示も、そのような開示が特許請求の範囲中に明示的に記載されているかど
うかにかかわらず、公に献呈されるようには意図されていない。要素が「～のための手段
（means for）」というフレーズを使用して明確に記載されていない限り、どの請求項の
要素もミーンズ・プラス・ファンクション（means plus function）として解釈されるべ
きではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ネットワーク・エンティティにチャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告する方法であって、
前記ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告することに関わるＣＳＩ報告トリガを検
知することと、
　前記ＣＳＩが生成されるサブフレーム領域を、前記ＣＳＩ報告トリガの検知に基づいて
、特定することと、ここにおいて、前記サブフレーム領域は複数のサブフレーム領域に含
まれる、ここにおいて、前記複数のサブフレーム領域の各サブフレーム領域は、サブフレ
ームの少なくとも１つのシンボルを備える、
　前記サブフレーム領域に基づいて前記ＣＳＩを生成することと、
　前記ネットワーク・エンティティに前記ＣＳＩを送信することと、を備える方法。
［Ｃ２］
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　前記サブフレーム領域は、制御領域を備え、前記制御領域は、少なくとも１つのシンボ
ルを含み、その間に情報が１つまたは複数の制御チャネルを介して送信される、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ３］
　前記制御領域において少なくとも１つの共通の参照信号（ＣＲＳ）を受信することをさ
らに備え、ここにおいて、前記ＣＳＩの生成は、前記制御領域において受信される前記少
なくとも１つのＣＲＳに基づいて前記ＣＳＩを生成することを含む、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記サブフレーム領域は、データ領域を備え、前記データ領域は、少なくとも１つのシ
ンボルを含み、その間に情報が１つまたは複数のデータ・チャネルを介して送信される、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　干渉測定リソース（ＩＭＲ）のＩＭＲ測定を実施することをさらに備え、ここにおいて
、前記ＣＳＩの生成は、前記ＩＭＲ測定に基づいて前記ＣＳＩを生成することを含む、Ｃ
４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記サブフレーム領域は、グレイ領域を備え、前記グレイ領域は、少なくとも１つのシ
ンボルを含み、その間に情報が１つまたは複数のデータ・チャネルもしくは１つまたは複
数の制御チャネルのうちの一方あるいは両方を介して送信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　干渉測定のために前記グレイ領域において１つまたは複数のリソース・エレメント・グ
ループ（ＲＥＧ）を特定することと、
　干渉測定を取得するために前記１つまたは複数のＲＥＧに関連する干渉を測定すること
と、を備え、
　ここにおいて、前記ＣＳＩの生成は、前記干渉測定に基づいて前記ＣＳＩを生成するこ
とをさらに含む、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ＣＳＩ報告トリガが第１の送信時間インターバル（ＴＴＩ）に関連するかどうかを
決定することを備え、ここにおいて、前記第１のＴＴＩは第２のＴＴＩより小さく（the 
first TTI is less a second TTI）、ここにおいて、前記ネットワーク・エンティティを
備えるレガシ通信は前記第２のＴＴＩを使用する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記ＣＳＩの生成は、複数のサブバンド上で実施され、前記ＣＳＩに関わるサブバンド
のサイズは、前記第２のＴＴＩに関わるＣＳＩの生成に関連したサブバンドのサイズより
大きい、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第１のＴＴＩに関わる前記ＣＳＩは、前記第２のＴＴＩに関わる前記ＣＳＩと比較
して制限されており、ここにおいて、前記第１のＴＴＩは、ランクの縮小セット、プリコ
ーディング・マトリックス・インジケータ（precoding matrix indicator）の縮小セット
、ＣＳＩ報告タイプの縮小セット、または前記第１のＴＴＩに関わる縮小された性能要件
のうちの１つまたは複数をインプリメントすることによって制限される、Ｃ８に記載の方
法。
［Ｃ１１］
　前記ネットワーク・エンティティに送信された先のＣＳＩは、前記第２のＴＴＩに関連
した先のＣＳＩ報告トリガに基づいていたことを決定することをさらに備え、ここにおい
て、前記ＣＳＩの生成は、前記先のＣＳＩに対して差異的なＣＳＩを生成することを備え
る、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記ＣＳＩ報告トリガは、非周期的なＣＳＩ報告に関わる制御チャネルにおける指示ま
たは周期的なＣＳＩに関わる構成のうちの少なくとも１つである、Ｃ１に記載の方法。
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［Ｃ１３］
　ネットワーク・エンティティにチャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告することに関わる装
置であって、
　前記ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告することに関わるＣＳＩ報告トリガを
検知するための手段と、
　前記ＣＳＩが生成されるサブフレーム領域を、前記ＣＳＩ報告トリガの検知に基づいて
、特定するための手段と、ここにおいて、前記サブフレーム領域は複数のサブフレーム領
域に含まれる、ここにおいて、前記複数のサブフレーム領域の各サブフレーム領域は、サ
ブフレームの少なくとも１つのシンボルを備える、
　前記サブフレーム領域に基づいて前記ＣＳＩを生成するための手段と、
　前記ネットワーク・エンティティに前記ＣＳＩを送信するための手段と、を備える装置
。
［Ｃ１４］
　前記サブフレーム領域は、グレイ領域を備え、前記グレイ領域は、少なくとも１つのシ
ンボルを含み、その間に情報が１つまたは複数の制御チャネル、１つまたは複数のデータ
・チャネル、もしくはこれらの任意の組合せ、を介して送信される、Ｃ１３に記載の装置
。
［Ｃ１５］
　干渉測定のために前記グレイ領域において１つまたは複数のリソース・エレメント・グ
ループ（ＲＥＧ）を特定するための手段と、
　干渉測定を取得するために前記１つまたは複数のＲＥＧに関連する干渉を測定するため
の手段と、を備え、
　ここにおいて、前記ＣＳＩを生成するための手段は、前記干渉測定に基づいて前記ＣＳ
Ｉを生成するための手段を備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　ネットワーク・エンティティにチャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告することに関わるコ
ンピュータ実行コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記コードは
、前記ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告することに関わるＣＳＩ報告トリガを
検知することと、
　前記ＣＳＩが生成されるサブフレーム領域を、前記ＣＳＩ報告トリガの検知に基づいて
、特定することと、ここにおいて、前記サブフレーム領域は複数のサブフレーム領域に含
まれる、ここにおいて、前記複数のサブフレーム領域の各サブフレーム領域は、サブフレ
ームの少なくとも１つのシンボルを備える、
　前記サブフレーム領域に基づいて前記ＣＳＩを生成することと、
　前記ネットワーク・エンティティに前記ＣＳＩを送信することと、を実行可能である命
令を備える、コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１７］
　前記サブフレーム領域は、グレイ領域を備え、前記グレイ領域は、少なくとも１つのシ
ンボルを含み、その間に情報が１つまたは複数の制御チャネル、１つまたは複数のデータ
・チャネル、もしくはこれらの任意の組合せ、を介して送信される、Ｃ１６に記載のコン
ピュータ可読媒体。
［Ｃ１８］
　前記コードは、
　干渉測定のために前記グレイ領域において１つまたは複数のリソース・エレメント・グ
ループ（ＲＥＧ）を特定することと、
　干渉測定を取得するために前記１つまたは複数のＲＥＧに関連する干渉を測定すること
と、を実行可能である命令を備え、
　ここにおいて、前記ＣＳＩを生成することを実行可能である命令は、前記干渉測定に基
づいて前記ＣＳＩを生成することを実行可能である命令を備える、Ｃ１７に記載のコンピ
ュータ可読媒体。
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［Ｃ１９］
　ネットワーク・エンティティにチャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告することに関わる装
置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と、を備え、前記命令は、
　前記ネットワーク・エンティティにＣＳＩを報告することに関わるＣＳＩ報告トリガを
検知することと、
　前記ＣＳＩが生成されるサブフレーム領域を、前記ＣＳＩ報告トリガの検知に基づいて
、特定することと、ここにおいて、前記サブフレーム領域は複数のサブフレーム領域に含
まれる、ここにおいて、前記複数のサブフレーム領域の各サブフレーム領域は、サブフレ
ームの少なくとも１つのシンボルを備える、
　前記サブフレーム領域に基づいて前記ＣＳＩを生成することと、
　前記ネットワーク・エンティティに前記ＣＳＩを送信することと、を実行可能である、
装置。
［Ｃ２０］
　前記サブフレーム領域は、制御領域を備え、前記制御領域は、少なくとも１つのシンボ
ルを含み、その間に情報が１つまたは複数の制御チャネルを介して送信される、Ｃ１９に
記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記命令は、前記制御領域において少なくとも１つの共通の参照信号（ＣＲＳ）を受信
することを前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに備え、ここにおいて、前
記ＣＳＩを生成することを実行可能である命令は、前記制御領域において受信される前記
少なくとも１つのＣＲＳに基づいて前記ＣＳＩを生成することを前記プロセッサによって
実行可能である命令備える、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記サブフレーム領域は、データ領域を備え、前記データ領域は、少なくとも１つのシ
ンボルを含み、その間に情報が１つまたは複数のデータ・チャネルを介して送信される、
Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記命令は、干渉測定リソース（ＩＭＲ）のＩＭＲ測定を実施するために前記プロセッ
サによって実行可能である命令をさらに備え、ここにおいて、前記ＣＳＩを生成すること
を実行可能である命令は、前記ＩＭＲ測定に基づいて前記ＣＳＩを生成することを前記プ
ロセッサによって実行可能である命令備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記サブフレーム領域は、グレイ領域を備え、前記グレイ領域は、少なくとも１つのシ
ンボルを備え、その間に情報が１つまたは複数のデータ・チャネルもしくは１つまたは複
数の制御チャネルのうちの一方あるいは両方を介して送信される、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記命令は、
　干渉測定のために前記グレイ領域において１つまたは複数のリソース・エレメント・グ
ループ（ＲＥＧ）を特定することと、
　干渉測定を取得するために前記１つまたは複数のＲＥＧに関連する干渉を測定すること
と、を前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに備える、
　ここにおいて、前記ＣＳＩを生成することを実行可能である命令は、前記干渉測定に基
づいて前記ＣＳＩを生成することを前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに
備える、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記ＣＳＩ報告トリガが第１の送信時間インターバル（ＴＴＩ）に関連するかどうかを
決定することを前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに備え、ここにおいて
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、前記第１のＴＴＩは第２のＴＴＩより小さく、ここにおいて、前記ネットワーク・エン
ティティを備えるレガシ通信は前記第２のＴＴＩを使用する、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記ＣＳＩを生成することを実行可能である命令は、複数のサブバンド上で前記ＣＳＩ
を生成することを前記プロセッサによって実行可能である命令を備え、ここにおいて、前
記ＣＳＩに関わるサブバンドのサイズは、前記第２のＴＴＩに関わるＣＳＩの生成に関連
したサブバンドのサイズより大きい、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記第１のＴＴＩに関わる前記ＣＳＩは、前記第２のＴＴＩに関わる前記ＣＳＩと比較
して制限されており、ここにおいて前記第１のＴＴＩは、ランクの縮小セット、プリコー
ディング・マトリックス・インジケータ（precoding matrix indicator）の縮小セット、
ＣＳＩ報告タイプの縮小セット、または前記第１のＴＴＩに関わる縮小された性能要件の
うちの１つまたは複数をインプリメントすることによって制限される、Ｃ２６に記載の装
置。
［Ｃ２９］
　前記ネットワーク・エンティティに送信された先のＣＳＩが、前記第２のＴＴＩに関連
した先のＣＳＩ報告トリガに基づいていたことを決定すること前記プロセッサによって実
行可能である命令をさらに備え、ここにおいて、前記ＣＳＩを生成することを実行可能で
ある命令は、前記先のＣＳＩに対して差異的なＣＳＩを生成することを前記プロセッサに
よって実行可能である命令を備える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記ＣＳＩ報告トリガは、非周期的なＣＳＩ報告に関わる制御チャネルにおける指示ま
たは周期的なＣＳＩ報告に関わる構成のうちの少なくとも１つである、Ｃ１９に記載の装
置。

【図１】 【図２】
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